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婦人会と子供たちによるエア孤ビクス

　
も
目
．
、
郵
祠
日
、
農
、
莱
鋸
・
芸
能

祭
が
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
人
旛
で
に

き
わ
い
ま
し
た
“

　
年
点
剛
九
蒔
か
ら
各
種
即
売
・
各
展

∬
場
が
一
斉
に
オ
ー
プ
、
〆
し
、
特
に

チ
．
鷹
の
即
、
．
冗
コ
…
ラ
…
は
尺
、
澱
が
古
圃

く
飯
い
行
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　
天
候
不
顧
に
よ
る
野
菜
の
高
値
が

続
い
て
い
ま
す
が
、
南
価
よ
り
も
安

い
地
冗
燦
．
の
新
鮮
な
野
菜
は
次
々
に

売
切
れ
で
し
ま
い
豪
し
た
。

　
来
場
す
る
人
た
ち
を
「
ド
ン
」
と

い
う
大
　
　
丘
で
歓
迎
す
る
ボ
ン
粟

子
は
子
供
た
ち
に
人
然
が
あ
り
、
担

、
灘
し
て
い
　
霞
筆
灘
の
皆
さ
ん
は
汗

を
流
し
な
が
ら
頑
張
一
ノ
て
い
ま
し
た
。

　
セ
ン
タ
…
繭
の
広
場
で
は
味
囎
の

試
食
即
売
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の

皆
さ
ん
に
よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ

ー
、
ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ
チ
ャ
の
展
承
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
、

　
ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ
チ
ャ
コ
ン
テ
ス
ト

に
は
二
十
ヤ
『
｛
が
出
贔
さ
れ
、
ジ
ャ

　・、

〆
ボ
賢
に
は
水
梨
の
相
沢
良
三
さ
ん

が
育
て
た
一
〇
．
二
㎏
の
カ
ポ
チ
ャ
が

選
ば
れ
ま
し
た
．
、

　
町
践
体
奮
館
横
で
は
錦
鰹
の
展
承

慶
雅
に
泳
み
、
錦
鯉

　
や
大
き
な
食
用
鯉
に
歓
声
が
あ
が
っ

　
て
い
ま
し
た
。

　
　
鏡
割
り
は
セ
ン
タ
ー
玄
関
で
十
蒔

　
か
ら
行
わ
れ
、
手
打
ち
そ
ば
な
ど
の

試
食
は
十
一
時
か
ら
姶
妻
り
ま
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
二
階
の
「
わ
が
家
の
瞭

犠
慢
コ
…
ナ
ー
」
に
は
三
十
三
．
蝋
の

出
晶
が
あ
り
、
試
食
品
が
な
く
な
る

と
見
本
の
料
理
ま
で
食
べ
て
い
ま
し

た
。

　
．
、
卜
日
か
ら
闇
催
論
．
編
れ
て
い
る
美

術
展
に
も
多
く
の
方
が
訪
れ
、
絵
醸
。

難
窺
道
・
写
輿
・
俳
旬
・
生
花
な
ど
を

心
行
く
ま
で
鑑
麗
し
て
い
ま
し
た
。

　
芸
能
祭
は
町
民
体
袴
館
で
行
わ
れ
、

購
内
の
芸
達
藩
の
皆
さ
ん
が
撫
頃
の

芸
を
披
露
し
、
会
場
か
・
盛
ん
墳
拍

墾
を
受
け
て
い
ま
し
た
，

　
松
之
由
中
学
校
の
創
作
郷
土
伝
承

鯛
　
湯
由
叢
句
も
の
が
た
り
」
は
、

湯
山
甚
句
と
松
山
鏡
を
ミ
ッ
ク
ス
し

た
も
の
で
、
鏡
を
見
た
こ
と
が
な
い

夫
婦
が
引
き
起
す
欝
麟
に
な
っ
て
い

ま
し
た
、

灘

　
ヒ
絹
手
歌
舞
伎
の
「
由
浪
鴛
弄
男

稲
瀬
川
勢
揃
の
場
」
は
、
栂
歌
舞
伎

と
は
思
え
な
い
ほ
ど
ヒ
塾
や
＼
兇
侮

を
切
る
場
画
で
は
観
客
か
ら
大
專
な

声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
婦
メ
会
と
子
供
も
ち
に
よ
る
エ
ア

麗
ビ
ク
ス
に
は
お
ひ
ね
り
が
た
く
強
、

ん
上
が
り
、
曲
が
終
る
と
華
供
た
ち

は
一
先
を
争
っ
て
拾
っ
て
い
康
し
た
、

　
ま
た
、
ア
ッ
プ
テ
ン
ボ
の
リ
ズ
ム

に
っ
ら
れ
て
、
舞
台
下
で
い
っ
し
ょ

に
踊
っ
．
て
い
る
人
も
い
ま
し
た
、

　
山
村
留
学
艶
に
よ
る
出
留
太
鼓
は
、

勇
壮
な
太
鼓
の
題
が
腹
の
底
豪
で
響

き
ま
し
た
．

　
体
奮
館
の
壁
に
は
、
保
育
駈
園
兜

や
小
・
中
学
盤
の
絵
な
ど
が
展
示
さ

れ
、
我
が
子
の
作
品
を
兇
っ
け
て
霧

ぶ
親
の
姿
も
晃
ら
れ
ま
し
た
，

試食晶がアッという間になくなった

わが家の味自慢篇一ナー

雛難．
翻

2

腹の底まで響いてきた顕留太鼓
松之山中学校の劇「湯由甚句ものがたり」

鰯
、
醗

難

欝
輪撫
華

蟹
難
舞
響
戴
婁
　
嚢
懇
霞
響
　
　
　
欝

濃
む

筆・

ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ
チ
ャ
重
量
当
て
ク
イ
ズ

蹄

　㎜憲議や灘には子供筋もたくさん患晶　　　　優獄泳ぐ錦鯉幌入って㌧’まは

　　しました
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ま
た
、

佐
藤
礼
子
（
天
水
越
）

小
野
塚
健
密
（
東
川
）

佐
藤
利
昭
（
天
水
越
）

璽
野
り
え
箏
（
上
蝦
池
〉

ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ
チ
ャ
∬
ン

テ
ス
ト
の
結
墨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
ジ
ヤ
ン
ボ
賞

　
掘
沢
良
三
ハ
水
梨
）
一
〇
三
㎏

◎
金
　
賞

　
小
野
塚
｛
炎
　
（
藤
食
嬢
　
　
六
六
㎏

◎
銀
　
賞

　
安
嵩
松
之
由
分
校
　
　
六
三
㎏

＠
銅
　
賞

　
小
野
塚
鼠
彦
（
天
水
越
）
五
八
㎏

　
村
由
黛
子
（
湯
本
）
　
鶯
煮
㎏

　
禽
驚
徳
二
郎
（
轡
根
）
置
照
㎏

羅灘i難灘灘懸灘繋灘灘欝繍

100k曾を趨える力承チャに

驚いていました
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4

天
候
に
負
け
た
良
質
米
共
励
会

　
松
之
出
溝
拠
質
米
熱
産
推
進
共
励

、
㌶
の
簸
転
式
が
、
芸
欝
脳
の
麟
．
頭
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
共
励
へ
、
に
は
購
牽
八
名
が

滲
顔
し
、
良
質
米
作
り
の
腕
丸
．
紀
い

脅
い
豪
し
た
が
、
低
灘
と
．
擾
｝
鵬
の
影

響
を
受
｝
・
、
共
励
会
史
熱
鍛
低
の

戒
績
と
な
っ
て
し
ま
い
家
し
た
塾

　
2
優
燕
轟
じ
娩
較
す
る
と
昨
年
は

バ
九
穴
㎏
、
瓜
黒
年
は
煮
七
黒
㎏
と
約

二
醸
も
軸
洛
ち
て
し
蜜
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
騨
年
の
軍
均
駁
醸
は
汽
滋

○
㎏
、
瓜
響
は
闘
㎜
、
バ
㎏
と
大
輻
な

減
収
跨
、
す
。

　
さ
ら
に
、
標
、
岡
置
○
O
m
以
上
の

作
柄
は
悪
く
、
収
穫
皆
無
と
い
う
出

品
細
も
あ
り
表
し
た
噛

　
こ
の
よ
う
な
悪
築
件
を
克
服
し
て

今
翻
人
賞
さ
れ
た
方
は
、
健
蕾
の
膏

成
、
適
切
な
施
肥
、
水
管
理
に
よ
る

異常気象を：克服して優秀な成績を上げた表彰者の皆さん

第10麟総之出町泉璽米生産推進共勲会盛纏

根
の
濡
力
維
持
、
樽
効
な
病
鋳
虫
防

除
な
ど
の
基
本
技
術
を
適
確
に
実
行

し
、
地
域
に
あ
っ
た
栽
培
方
法
で
優

秀
な
成
績
を
上
げ
ら
れ
家
し
た
。

　
な
お
、
、
優
良
賞
以
士
の
方
の
成
績

は
甥
衷
を
ご
覧
く
だ
さ
い
．

　
ま
た
、
第
十
回
を
罵
瓜
芯
し
て
特
別

功
労
賞
・
特
溺
技
術
賞
が
九
名
の
方

に
贈
レ
れ
ま
し
た
。

入賞願位
住　漸

餓　　　晶　　　者
　　㎜“－一㎜一→－㎜
　　氏　　　名

γ
撚
種名し
ma当り

精玄米収量

7
玉
O
a
翻
）
米
　
代
　 金

最優秀叢 藤　禽 着月三太郎 コシヒカリ 573㎏ 　　「238，3圭珊

優秀賞 湯　鋤 小野塚スミ ノノ 567 235，815

階 水　梨 樽沢　良蕊 ノノ 565 234，984

〃 菓　川 小野塚徳一 ノノ 565 234，参84

〃 松之霞 撫沢春義 ノノ 563 23壕，三52

優良賞 光　間 鐡辺　ノブ
ノノ 55§ 228，745

ノノ 東　贋 1編Ll嘉毒 〃 5唾7 22乳婆97

ノ～ 酬ヒ絹手 、虹之山農園 ノノ 543 225，834

〃 中　羅 樋口　栄八 ノノ 540 224書586

ノノ 下川手 志賀　永吉 ノノ 526 218，763

ノノ 水　梨 中島　　徹 〃 507 210，861

〃 下籔漉 重野　雄城 ’ノ 595 21（）争（13｛）

ノ／ 小　谷 相沢　一郎 ノノ 5ひ唾 i209・6三4
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第
組
回
記
念
特
別
賞
受
賞
者

▽
特
溺
功
労
賞
（
運
続
十
回
出
舐
）

○
樋
鷺
藤
夫
ハ
兎
鱗
）

○
相
沢
春
義
（
松
之
山
）

o
穣
沢
良
三
〈
水
梨
〉

○
小
野
塚
哲
男
（
天
水
島
）

○
丸
山
籍
事
（
東
川
）

○
竹
内
　
溝
（
坂
中
）

▼
特
別
技
術
賞

（
鷹
國
以
上
の
出
舐
の
単
均
が
、
十

　
a
当
り
六
〇
〇
㎏
を
越
・
え
る
方
〉

O
涌
井
証
二
（
五
十
子
平
）

　
　
五
測
の
竪
均
収
鍛
六
三
五
㎏

○
樋
縣
健
一
（
湯
由
）

　
　
八
團
の
平
均
収
緊
察
二
〇
㎏

q
村
山
邦
｝
（
上
絹
手
）

　
　
五
回
の
平
均
収
獣
穴
○
餌
㎏

　
こ
れ
か
ら
も
、
良
質
米
の
安
定
生

産
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

瀞
寒
銭
＄
寒
蓉
毒
蓉
を
警
鎗
雪
養
藁
毫
匙
匙
嚢
毫
尊
毒
毎
毒
2
軽
重
辱
亀
ミ
窺
毫
響
毒
斉
奉
宅
亀
撃
毒
号
讐
寄
嚢
窺
誌
葦
竜
寄
も
塾
奄
雪
辱
畢
奪
寝
ミ
尊
毎
室
セ
、
寄
毒

　
　
　
優
雅
な
錦
鯉
品
評
会

　
農
業
祭
蔚
聡
の
蕊
十
撫
、
購
幾
体

脊
館
横
の
駐
窺
場
で
第
二
十
五
回
錦

鯉
晶
評
会
が
醐
催
さ
れ
ま
し
た
．

　
今
年
の
晶
評
会
に
は
十
七
癌
の
方

が
｝
一
八
尾
を
餓
品
さ
れ
、
各
部
門

ご
と
に
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
三
牽
一
呂
の
農
藁
祭
に
は
大
勢
の

方
が
訪
れ
、
．
優
雅
に
泳
ぐ
錦
鯉
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
お
互
い
に
撹
評
し
あ
っ
た

り
、
飼
膏
の
コ
ツ
な
ど
を
鐵
品
餐
か

ら
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
各
部
門
の
入
欝
餐
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▼
総
合
優
勝

　
樋
照
毒
雄
く
湯
山
）
　
「
三
蝕
」

▼
総
合
準
優
勝

　
山
巌
敬
三
郎
（
新
山
）
　
「
紅
嶽
」

▼
各
部
優
勝

…
部
〈
一
八
㎝
乗
満
）

久
保
瓢
寿
栄
（
酋
根
〉

二
部
（
二
八
c田
宋
満
）

　
腐
橋
平
八
郎
（
中
尾
）

三
部
（
三
五
徽
牽
満
）

　
山
岸
敬
三
郎
う
紅
自
」

㎜
闘
戴
剛
　
（
澱
一
五
㎝
宍
早
満
）

　
轟
簡
橋
平
八
郎
「
紅
懲
』

五
部
（
懸
五
㎝
以
上
）

　
｛
筒
橋
平
八
郎
「
紅
霞
」

ψ7
」

「
紅
白
」

「
紅
自
篇

7
ピ

9
／
8
異
常
気
象
対
策
本
部
設
置

　
長
雨
紅
よ
る
低
瀬
と
田
照
不
懸
で
、

穏
作
は
戦
後
販
悪
の
被
漁
を
受
け
る

こ
と
が
確
露
に
な
り
ま
し
た
妙

　
購
で
は
、
標
鍔
劉
に
餐
地
の
水
照

の
不
稔
粒
（
種
子
で
実
り
な
い
も
の
）

を
調
奄
し
、
九
月
二
牽
鰯
聡
現
筏
の

作
況
指
数
を
六
鱈
・
三
％
と
推
建
し

ま
し
た
。

　
特
に
標
嵩
践
○
○
搬
以
上
の
被
審

は
甚
大
で
、
収
穫
皆
無
と
い
う
水
田

が
多
数
発
生
し
ま
し
た
鄭

　
こ
の
た
め
、
購
で
は
九
月
八
繕
に

異
常
気
敦
対
策
本
部
を
設
濃
し
、
次

の
業
務
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り

漢
し
た
。

①
農
作
物
の
被
鯉
状
溌
の
把
握

②
農
作
物
の
技
術
対
策

③
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整

④
来
隼
度
の
水
稲
種
子
の
確
保
対
策

⑤
水
稲
共
済
金
の
繁
期
支
払
い
要
講

　
と
低
利
融
資
の
斡
旋

⑥
そ
の
飽
必
要
な
事
項

　
な
お
、
対
策
寡
部
事
務
局
は
役
場

の
産
業
課
農
林
係
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
園
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
相
談
し
て
く
だ
さ
い
鄭輿の入らない青立ち稲を悲痛な褒情で刈取っていました

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鑓麦立地内〉

纏
鍵簸

藁

標高別作付面積・減収量見込み
　　　　　　　　平成5年9月24β現荏

標　高　男彗 作付藤積 減収割合 減収量

40儀n以下 288難a 20％ 238t

400～450 47 30 58

450～500 59 50 三22

500～550 30 70 87

550m以上 48 96 190

計 472 695

標高600願以上，の禰はほとんど

鷲立ち稲でした（照変立地内〉

◎推定作溌

　（平奪収量玉，949t一減収量695の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二64。3％
　　　　　平年収量蓬，949t
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第
組
回
記
念
特
別
賞
受
賞
者

▽
特
溺
功
労
賞
（
運
続
十
回
出
舐
）

○
樋
鷺
藤
夫
ハ
兎
鱗
）

○
相
沢
春
義
（
松
之
山
）

o
穣
沢
良
三
〈
水
梨
〉

○
小
野
塚
哲
男
（
天
水
島
）

○
丸
山
籍
事
（
東
川
）

○
竹
内
　
溝
（
坂
中
）

▼
特
別
技
術
賞

（
鷹
國
以
上
の
出
舐
の
単
均
が
、
十

　
a
当
り
六
〇
〇
㎏
を
越
・
え
る
方
〉

O
涌
井
証
二
（
五
十
子
平
）

　
　
五
測
の
竪
均
収
鍛
六
三
五
㎏

○
樋
縣
健
一
（
湯
由
）

　
　
八
團
の
平
均
収
緊
察
二
〇
㎏

q
村
山
邦
｝
（
上
絹
手
）

　
　
五
回
の
平
均
収
獣
穴
○
餌
㎏

　
こ
れ
か
ら
も
、
良
質
米
の
安
定
生

産
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

瀞
寒
銭
＄
寒
蓉
毒
蓉
を
警
鎗
雪
養
藁
毫
匙
匙
嚢
毫
尊
毒
毎
毒
2
軽
重
辱
亀
ミ
窺
毫
響
毒
斉
奉
宅
亀
撃
毒
号
讐
寄
嚢
窺
誌
葦
竜
寄
も
塾
奄
雪
辱
畢
奪
寝
ミ
尊
毎
室
セ
、
寄
毒

　
　
　
優
雅
な
錦
鯉
品
評
会

　
農
業
祭
蔚
聡
の
蕊
十
撫
、
購
幾
体

脊
館
横
の
駐
窺
場
で
第
二
十
五
回
錦

鯉
晶
評
会
が
醐
催
さ
れ
ま
し
た
．

　
今
年
の
晶
評
会
に
は
十
七
癌
の
方

が
｝
一
八
尾
を
餓
品
さ
れ
、
各
部
門

ご
と
に
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
三
牽
一
呂
の
農
藁
祭
に
は
大
勢
の

方
が
訪
れ
、
．
優
雅
に
泳
ぐ
錦
鯉
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
お
互
い
に
撹
評
し
あ
っ
た

り
、
飼
膏
の
コ
ツ
な
ど
を
鐵
品
餐
か

ら
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
各
部
門
の
入
欝
餐
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▼
総
合
優
勝

　
樋
照
毒
雄
く
湯
山
）
　
「
三
蝕
」

▼
総
合
準
優
勝

　
山
巌
敬
三
郎
（
新
山
）
　
「
紅
嶽
」

▼
各
部
優
勝

…
部
〈
一
八
㎝
乗
満
）

久
保
瓢
寿
栄
（
酋
根
〉

二
部
（
二
八
c田
宋
満
）

　
腐
橋
平
八
郎
（
中
尾
）

三
部
（
三
五
徽
牽
満
）

　
山
岸
敬
三
郎
う
紅
自
」

㎜
闘
戴
剛
　
（
澱
一
五
㎝
宍
早
満
）

　
轟
簡
橋
平
八
郎
「
紅
懲
』

五
部
（
懸
五
㎝
以
上
）

　
｛
筒
橋
平
八
郎
「
紅
霞
」

ψ7
」

「
紅
白
」

「
紅
自
篇

7
ピ

9
／
8
異
常
気
象
対
策
本
部
設
置

　
長
雨
紅
よ
る
低
瀬
と
田
照
不
懸
で
、

穏
作
は
戦
後
販
悪
の
被
漁
を
受
け
る

こ
と
が
確
露
に
な
り
ま
し
た
妙

　
購
で
は
、
標
鍔
劉
に
餐
地
の
水
照

の
不
稔
粒
（
種
子
で
実
り
な
い
も
の
）

を
調
奄
し
、
九
月
二
牽
鰯
聡
現
筏
の

作
況
指
数
を
六
鱈
・
三
％
と
推
建
し

ま
し
た
。

　
特
に
標
嵩
践
○
○
搬
以
上
の
被
審

は
甚
大
で
、
収
穫
皆
無
と
い
う
水
田

が
多
数
発
生
し
ま
し
た
鄭

　
こ
の
た
め
、
購
で
は
九
月
八
繕
に

異
常
気
敦
対
策
本
部
を
設
濃
し
、
次

の
業
務
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り

漢
し
た
。

①
農
作
物
の
被
鯉
状
溌
の
把
握

②
農
作
物
の
技
術
対
策

③
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整

④
来
隼
度
の
水
稲
種
子
の
確
保
対
策

⑤
水
稲
共
済
金
の
繁
期
支
払
い
要
講

　
と
低
利
融
資
の
斡
旋

⑥
そ
の
飽
必
要
な
事
項

　
な
お
、
対
策
寡
部
事
務
局
は
役
場

の
産
業
課
農
林
係
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
園
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
相
談
し
て
く
だ
さ
い
鄭輿の入らない青立ち稲を悲痛な褒情で刈取っていました

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鑓麦立地内〉

纏
鍵簸

藁

標高別作付面積・減収量見込み
　　　　　　　　平成5年9月24β現荏

標　高　男彗 作付藤積 減収割合 減収量

40儀n以下 288難a 20％ 238t

400～450 47 30 58

450～500 59 50 三22

500～550 30 70 87

550m以上 48 96 190

計 472 695

標高600願以上，の禰はほとんど

鷲立ち稲でした（照変立地内〉

◎推定作溌

　（平奪収量玉，949t一減収量695の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二64。3％
　　　　　平年収量蓬，949t
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I
F
F
F

　
十
月
十
臼
の
体
欝
の
環
に
第
十
二

醸
松
之
由
鴎
駅
伝
大
為
が
、
貸
わ
れ
、

昏
地
区
代
表
の
七
チ
ー
ム
が
健
脚
を

競
い
ま
し
た
．

　
醇
窯
が
広
が
っ
た
牟
葡
九
縛
、
禽

図
と
と
も
に
策
｝
逢
蕎
が
田
浦
田
中

掌
校
麟
を
ス
タ
！
ト
し
、
　
、
獲
中
継

点
ま
で
は
松
之
山
A
チ
ー
ム
が
一
歩

り
…
ド
し
ま
し
た
，

　
し
か
し
、
実
力
に
勝
る
松
漿
A
チ

ー
ム
が
鰻
区
か
ら
後
続
を
ぐ
ん
ぐ
ん

引
離
し
、
一
一
位
の
松
之
山
A
チ
ー
ム

に
照
分
近
い
大
藻
を
つ
け
て
余
裕
の

ゴ
ー
ル
を
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
沿
道
に
は
応
援
の
方
が
大

勢
詰
め
掛
け
、
力
滝
す
る
選
手
た
ち

に
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
駅
伝
終
了
と
同
蒔
に
一
脊
わ
れ
た
健

康
マ
ラ
ソ
ン
に
は
三
四
六
私
が
参
撫

し
、
家
族
や
友
達
同
士
で
気
持
ち
良

い
洋
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　
駅
伝
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
総
合
成
績
　
　
晴
間
・
分
・
秒

至i　嚢襲　．三三　二二　一一

｛立イ立委立餐乙｛立

松
璽
A

松
之
撫
A

獅
川
浦
繊
A

松
塁
B

1　1　1　王　孟
．　　　　　o　　　　　o　　　　　o　　　　　◆

41　35　35　34　31
0　　　　　0　　　　　0　　　　　．　　　　　0

1．6　37　32　4i　o2

六
位
　
松
之
山
B
　
　
王
・
4
5
・
焉

七
位
　
浦
田
β
　
　
　
ー
・
姫
・
焉

▼
区
間
賞

ご
煮
　
、
；
橋
千
春
（
松
之
由
A
）
励
7
・
劔

、
．
醒
芯
籔
浩
ニ
ハ
〃
　
）
⑭
6
・
59

．
・
、
醒
　
村
由
　
亮
（
松
漿
A
）
　
　
6
・
路

顯
縣
　
嵩
橋
政
儀
（
　
が
　
）
　
　
6
・
5
9

置
区
　
高
橋
佳
代
（
　
〃
　
）
　
　
4
・
銘

…
鷺
篤
田
協
（
〃
　
）
　
　
誉
器

七
甑
　
筒
橋
一
行
（
　
〃
　
）
　
　
2
・
5
5

八
盤
　
松
沢
隆
、
學
（
松
疋
由
A
）
　
5
・
2
7

九
籔
　
滝
沢
　
大
（
松
塁
A
）
　
葡
7
・
38

牽
区
小
野
塚
翼
紀
霧
川
）
　
㊨
3
窃

牽
…
縫
　
轟
波
大
、
心
ハ
松
之
由
A
）
8
・
0
3

十
濫
蘇
村
由
瀬
夫
（
難
川
）
　
　
8
・
2
2

卜
、
．
．
区
　
　
橋
、
驚
雄
（
松
鴛
A
）
　
8
。
灘

十
購
磁
　
竹
内
雅
子
（
浦
欄
A
）
　
6
・
0
3

　
　
　
　
　
　
　
　
㈱
－
新
懇

　
ま
た
、
次
の
方
が
特
溺
賞
を
受
欝

し
ま
し
た
、

⑪
村
山
幸
夫
（
坪
野
）

　
　
　
…
：
三
無
連
続
区
聞
灘
及
び

　
　
　
　
　
通
算
十
闘
の
感
間
賞

⑪
…
局
橋
僻
戊
雄
　
（
天
水
醜
講
）

　
　
　
：
…
三
隼
連
続
区
間
翼

ゆ
筒
橋
　
行
・
佳
男
・
儲
代
（
天
水
鶴
〉

◎
佐
藤
寵
丁
俊
之
・
郷
洋
（
北
浦
照
）

　
　
　
　
：
～
家
族
三
名
以
L
患
場

家族や友達岡士で気持ち痩い

シ干を流しました

堺松中継点で岡暗にタスキを渡す

松之山Bチームと浦田8チーム
地元の熱い声援を受けてタスキをりレー

する布川チーム（東川中継点〉

　、．響

　　灘
　　嚢、．．

、帰　　P　．傭鰯韓

6

問1、あなたが老後だれかの世謙受1ナ姻れば妨ないときは・どなたグ）世話を受けたいと

　　　，響、いますか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　52．（）　　　　　　　醍偶者

3（）．8

i5、o

3王．3

孫、孫の灘偶蕎齢．2

5．3

）．9

1晶3

9　
　
王

02　
　
　
　
“

　
　
2

　
　
玉家政婦

43．8

、曹、・子・

密、』子ぴ1）蔭己｛禺潜

嬢

近所の人、友人

老人ホームに入漸

18．5

兄弟嫌妹

その弛の親族

7鮮一∫、！＼ノレノぐ一

わからない

無晶∵，

r醗儲」謄え猷が52．0％で聯麹が」老繍一耀入簡も43・8％いる・

隷脇で劇蘇」、職」磯れぞれ糊ぬっていて詮体で賜齢榊る齢

が多く陰っているα

問2、あなたは、どのようなボランティア麟をしたいと思いま勤’・

　　兇童などび）育成活動　　　　　　　　　　 14・3

　荘宅老人のための酒動　　　　　　　　　i5。9

7．9筏宅障憲者α）ための活動

32．9高齢餐への奉仕活動

玉5．1障審者への奉仕活動

42。王

地域環境のための活動

39．3自1宅でで・きる奉｛士賄爵動

21，0

9。9

で灘霧畿灘塑辮欝参騨鷺嵩熱離
どの載漁」の翻％と輌騨て、隷ら遡曙鷲髄乱⑳る・
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大
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A
）
8
・
0
3
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川
）
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2
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、
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（
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A
）
　
8
。
灘

十
購
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竹
内
雅
子
（
浦
欄
A
）
　
6
・
0
3

　
　
　
　
　
　
　
　
㈱
－
新
懇

　
ま
た
、
次
の
方
が
特
溺
賞
を
受
欝

し
ま
し
た
、

⑪
村
山
幸
夫
（
坪
野
）

　
　
　
…
：
三
無
連
続
区
聞
灘
及
び

　
　
　
　
　
通
算
十
闘
の
感
間
賞

⑪
…
局
橋
僻
戊
雄
　
（
天
水
醜
講
）

　
　
　
：
…
三
隼
連
続
区
間
翼

ゆ
筒
橋
　
行
・
佳
男
・
儲
代
（
天
水
鶴
〉

◎
佐
藤
寵
丁
俊
之
・
郷
洋
（
北
浦
照
）

　
　
　
　
：
～
家
族
三
名
以
L
患
場

家族や友達岡士で気持ち痩い

シ干を流しました

堺松中継点で岡暗にタスキを渡す

松之山Bチームと浦田8チーム
地元の熱い声援を受けてタスキをりレー

する布川チーム（東川中継点〉

　、．響

　　灘
　　嚢、．．

、帰　　P　．傭鰯韓

6

問1、あなたが老後だれかの世謙受1ナ姻れば妨ないときは・どなたグ）世話を受けたいと

　　　，響、いますか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　52．（）　　　　　　　醍偶者

3（）．8

i5、o

3王．3

孫、孫の灘偶蕎齢．2

5．3

）．9

1晶3

9　
　
王

02　
　
　
　
“

　
　
2

　
　
玉家政婦

43．8

、曹、・子・

密、』子ぴ1）蔭己｛禺潜

嬢

近所の人、友人

老人ホームに入漸

18．5

兄弟嫌妹

その弛の親族

7鮮一∫、！＼ノレノぐ一

わからない

無晶∵，

r醗儲」謄え猷が52．0％で聯麹が」老繍一耀入簡も43・8％いる・

隷脇で劇蘇」、職」磯れぞれ糊ぬっていて詮体で賜齢榊る齢

が多く陰っているα

問2、あなたは、どのようなボランティア麟をしたいと思いま勤’・

　　兇童などび）育成活動　　　　　　　　　　 14・3

　荘宅老人のための酒動　　　　　　　　　i5。9

7．9筏宅障憲者α）ための活動

32．9高齢餐への奉仕活動

玉5．1障審者への奉仕活動

42。王

地域環境のための活動

39．3自1宅でで・きる奉｛士賄爵動

21，0

9。9

で灘霧畿灘塑辮欝参騨鷺嵩熱離
どの載漁」の翻％と輌騨て、隷ら遡曙鷲髄乱⑳る・

7
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8

　
雪
国
の
苦
労
は
、
何
と
露
っ
て
も
屋
根
雪
処
理
の
問
題
で
す
。

　
そ
の
苦
労
が
い
ら
な
い
克
雲
住
宅
の
普
及
を
図
る
た
め
の
補
助
翻
度
を
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
制
度
で
補
助
金
を
受
け
る
に
は
、
住
宅
の
建
築
前
に
そ
の
認
定
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
．

　
潮
度
の
利
絹
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役
場
の
建
設
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
に
な
る
住
電

　
専
燭
住
竃
お
よ
び
住
竃
に
供
す
る

部
分
の
床
癒
積
が
五
〇
％
を
超
．
え
る

併
罵
住
竃
。

▼
対
象
者

　
溝
内
に
贋
住
し
、
克
鞭
佳
宅
〈
下

図
参
照
〉
を
新
築
・
増
故
築
・
改
良

お
よ
び
購
入
さ
れ
る
方
。

溝営住尾の隣にある叡員住！宅「ぶなの木荘」

高旅i式と落雪式を併屠しており、今後このような

住竃が増えるかもしれません．

▼
補
助
の
範
囲

　
補
助
の
対
象
は
、
克
鷺
に
係
る
工

纂
費
の
二
五
〇
万
円
を
限
度
と
し
、

補
助
灘
は
対
象
工
纂
費
の
一
七
・
六

％
（
補
助
金
の
最
謁
限
度
額
は
脳
縢

万
円
）
と
な
り
ま
す
。

▼
補
助
金
の
申
請

　
こ
の
補
助
金
を
利
期
さ
れ
る
方
は
、

工
事
の
蓉
手
葡
に
交
付
認
定
申
請
書

の
提
臨
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
工
箏
が
兜
了
し
た
と
き
は

実
績
報
魯
欝
を
提
綴
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
く
わ
し
く
は
、
役
場
の
建
設
諜
建

設
係
へ
お
問
い
禽
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
（
欝
穴
ー
三
ご
一
二
）

◎
今
後
、
住
宅
の
新
築
等
を
計
面
さ

れ
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
劉
度
を

ご
利
罵
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
克
雪
住
宅

念＼
　　　　　　　　　　　　　　金羅椴等滑雪能力のある材

　　　　　　　　　　　　　　料を使絹した麗根構造で雪

　　　　　　　　　　　　　　を自然に滑落させる罎根勾

　　　　　　　　　　　　　　醗をもった住宅で道跨や水
　　　　　　　　　隣地境界踏、隣擬灘こ迷慈をかけな

　　　　　　　　　　！　　　い住宅田
、
（
1

床下が雰木造で

抹i高が1m以上
の住竃

も

〆

論

る
　　塵銀σ）上で

　　融雪できる

　　施設を備え

　　た建宅
　β

　呑

蓬

－

　　　　‘

（」

o
、
0

電熱、潟風、

温水、ヒート

バイブにより

茄熱

＆
5
丈

・
．や◎．苧．。ρ圏
　　　　　　o　　　　　　o
　　　　　　　　“　か樟
　　　　　　　　　　奔木造で3．7顯以上

r曾F“。灘華鷲

－
，
襲
離
懸
灘

、
灘
鞍
樋
欝
曲
畿
業
所
3
0
周
年

斗
’
難
職
麗
灘

　
率
－
月
十
三
繍
墨
田
ホ
テ
ル
晒
＼
｛
齢

欝
営
林
署
松
之
山
治
出
事
業
斯
闘
所

三
十
周
鐸
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し

た
。　
同
事
業
所
は
、
昭
測
三
十
八
年
に

地
す
べ
り
防
止
法
の
翻
定
に
も
と
づ

き
、
ま
た
、
た
び
た
び
の
地
す
べ
り

で
火
き
な
被
轡
を
受
け
て
い
た
地
元

の
要
講
を
受
け
て
、
髄
橋
営
林
周
が

闘
設
し
た
も
の
で
す
。

　
濾
轄
指
建
地
区
と
し
て
は
、
昭
禰

三
十
九
葎
韓
芙
水
鶏
と
湯
出
地
区
、

繍
㍊
㈱
十
澱
一
蕉
－
瓢
憲
田
沢
地
一
区
、
　
闘
ヱ
ハ
十

｝
爺
に
灘
鍛
池
地
鼠
、
そ
し
て
今
年

激
鍛
池
邊
蒲
地
護
が
そ
れ
ぞ
れ
指
建

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
間
、
昭
憩
縢
十
二
年
縦
嵩
酬

営
林
署
鱒
治
出
諜
が
設
置
さ
れ
た
の

を
機
に
、
岡
箏
藁
所
の
実
行
形
態
は

周
実
行
か
ら
署
実
行
と
な
り
、
ま
た
、

岡
烈
十
八
年
に
は
湯
出
地
区
が
概
成

の
た
め
県
に
移
管
と
な
り
現
筏
に
棄

っ
て
い
ま
す
．

　
地
す
べ
り
災
轡
に
射
し
て
は
、
地

す
べ
り
地
質
調
奮
等
の
結
果
紅
も
と

フ
き
、
入
家
に
直
擬
被
書
を
及
ぽ
す

麟
所
を
戴
優
売
鑓
地
す
べ
り
防
窺
薫

嚢
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
工
種
工
法
と
し
て
は
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
壕
堤
、
鋼
製
枠
谷
窺
工
、
フ
ト

上鰻池地区の集水井戸内部

ン
籠
工
、
ラ
イ
ナ
ー
プ
レ
ー
ト
集
水

井
工
、
横
孔
ボ
ー
リ
ン
グ
鎌
水
工
、

水
蕗
工
、
鋼
管
抗
打
黒
等
を
主
と
し

て
施
工
し
、
こ
の
三
十
年
間
に
松
之

由
町
に
投
入
さ
れ
た
工
箏
費
の
合
計

は
約
二
十
七
億
円
と
な
っ
て
い
濠
す
。

　
ま
た
、
騨
所
以
来
今
鷺
ま
で
大
き

な
災
灘
も
な
／
＼
順
調
に
地
す
べ
り

防
丘
工
事
が
行
わ
れ
、
林
地
・
農
耕

地
・
人
家
・
公
共
施
設
等
の
保
全
が

図
ら
れ
て
き
ま
し
た
鄭

　
今
後
も
地
す
べ
り
防
止
ε
事
を
継

続
し
て
行
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
瀬
い
し
ま
す
．天水島地区での鋼管杭打エ

直轄地すべり防止地区別一覧表

地　　区　　名 天　水　農 畜　　　　沢 上　鍛　池 上蝦池追撫 湯　　　　山 讃

直轄指建覆 昭39・5・18 昭44・3・26 昭6レ3・3 平5・3・25 昭39・5・i8
一』一｝

指定面積（熱a〉 266．27 272．36 3艇．38 446．97 王8王．35 1．47i。33

内
　
　
　
　
　
訳

山　林（盤a〉 129．37 80．50 200．57 294．55 67．70 772．69

憩　燗（ba／ 117．48 拠1．99 瓠．87 8．70 55．50 365．54

その飽（熱a） 支9．42 蓬9，87 6王．94 ｝43，72 58．蔦 333．io

工事費欝（菖万鋤 1，054 985 295 導 314 2，6護8

ゆ湯山地区は、昭憩58年憩月7露麺で薪潟熱こ管理を移管した。

《》工事費は、工事着工蒔から平成5年度見込み額までを禽む喰

9
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ー
リ
ン
グ
鎌
水
工
、

水
蕗
工
、
鋼
管
抗
打
黒
等
を
主
と
し

て
施
工
し
、
こ
の
三
十
年
間
に
松
之

由
町
に
投
入
さ
れ
た
工
箏
費
の
合
計

は
約
二
十
七
億
円
と
な
っ
て
い
濠
す
。

　
ま
た
、
騨
所
以
来
今
鷺
ま
で
大
き

な
災
灘
も
な
／
＼
順
調
に
地
す
べ
り

防
丘
工
事
が
行
わ
れ
、
林
地
・
農
耕

地
・
人
家
・
公
共
施
設
等
の
保
全
が

図
ら
れ
て
き
ま
し
た
鄭

　
今
後
も
地
す
べ
り
防
止
ε
事
を
継

続
し
て
行
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
瀬
い
し
ま
す
．天水島地区での鋼管杭打エ

直轄地すべり防止地区別一覧表

地　　区　　名 天　水　農 畜　　　　沢 上　鍛　池 上蝦池追撫 湯　　　　山 讃

直轄指建覆 昭39・5・18 昭44・3・26 昭6レ3・3 平5・3・25 昭39・5・i8
一』一｝

指定面積（熱a〉 266．27 272．36 3艇．38 446．97 王8王．35 1．47i。33

内
　
　
　
　
　
訳

山　林（盤a〉 129．37 80．50 200．57 294．55 67．70 772．69

憩　燗（ba／ 117．48 拠1．99 瓠．87 8．70 55．50 365．54

その飽（熱a） 支9．42 蓬9，87 6王．94 ｝43，72 58．蔦 333．io

工事費欝（菖万鋤 1，054 985 295 導 314 2，6護8

ゆ湯山地区は、昭憩58年憩月7露麺で薪潟熱こ管理を移管した。

《》工事費は、工事着工蒔から平成5年度見込み額までを禽む喰

9
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ス

の
ト
臓

月
オ
ユ

沁
フ
曼

’

に
ぎ
や
か
に
安
吾
ま
つ
り

十
月
＋
七
鑓
、
費
．
、
購
碑
お
よ
び
お

ふ
く
ヅ
館
で
餅
、
婁
窒
つ
り
が
行
わ
れ

ま
》
し
た
。

　
今
年
は
獅
潟
轡
　
の
、
竃
か
ら
、
↑

名
が
夢
加
し
、
松
之
山
の
穏
　
脳
ん
と

に
ぎ
や
か
に
交
歓
し
ま
し
た
。

　
粁
荊
十
…
蒔
、
安
習
碑
の
鮪
に
は

曳
、
　
　
．
フ
ァ
ン
が
簾
ま
り
、
笛

詩
人
の
オ
マ
タ
ダ
ツ
環
ウ
さ
ん
の
幻

想
的
な
縄
文
箭
や
リ
ヴ
一
ー
ト
の
演
潔

を
闘
冨
帖
注
し
た
。

　
濠
た
、
オ
マ
タ
さ
ん
の
演
蘇
9
駕
バ

ッ
ク
に
、
凝
潟
策
簡
校
の
蒋
縁
忠
信

先
生
が
安
貰
の
亡
く
な
っ
た
場
藤
を

鰐
読
し
濠
し
た
。

　
安
裾
が
好
携
だ
っ
た
、
瀬
が
安
．
”
碑

に
そ
そ
が
れ
た
あ
と
、
参
癩
煮
は
お

ふ
く
ろ
館
に
移
動
し
、
村
購
購
、
蓬
。

着
月
先
焦
・
新
潟
安
籔
の
獄
代
喪
の

斉
藤
疋
行
さ
ん
が
語
る
安
暫
像
壱
興

味
深
く
闘
い
て
い
ま
し
た
。

　
罫
食
は
お
ふ
く
ろ
館
霞
慢
の
手
打

ち
そ
ば
で
、
捕
杯
も
お
か
わ
り
を
す

る
人
が
い
ま
し
た
、

　
安
欝
の
作
贔
に
は
松
之
山
を
モ
デ

ル
に
し
て
徽
い
た
と
慰
わ
れ
る
「
黒

谷
村
し
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
も
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

驚
麟
、
幅

　
　
　
騰

安吾碑の前で2本のリコーダー（縦笛）を岡時に

演奏したオマタさん

’O

糠
撚

　
　
　
　
智
鷺
、

　
　
懸
蝦
、
矯
、

取ってきたきのこを琴重類ごとに分けました

2
豊
富
な
種
類
！
き
の
こ
狩
り
大
会

　
十
月
牽
鷺
と
十
七
嬢
、
紅
．
㌍
輿
っ

盛
り
の
大
厳
寺
蕩
療
で
き
の
こ
狩
り

大
強
が
行
わ
れ
、
｛
足
興
い
っ
ぱ
い
の

二
繭
○
名
が
参
撫
し
ま
し
た
。

　
二
檬
と
も
天
候
瓢
悪
ま
れ
、
参
傭

巻
は
受
付
も
そ
こ
そ
こ
に
山
の
中
へ

入
っ
て
行
き
ま
し
た
。

　
何
回
か
滲
糠
し
て
い
る
入
は
、
き

の
こ
の
虹
え
て
い
・
場
所
を
知
っ
て

お
り
、
短
か
い
蒔
間
で
も
た
く
さ
ん

の
き
の
こ
を
取
っ
て
い
ま
し
た
．

　
取
つ
ダ
、
き
た
転
の
こ
は
、
欝
本
菌

ゴ
会
々
鰯
の
松
之
山
の
滝
沢
博
ふ
．
ん

と
大
島
村
の
畢
川
嚢
点
さ
ん
が
鑑
定

し
、
食
用
・
無
毒
・
毒
の
　
種
類
に

分
け
て
く
れ
ま
し
た
埠

　
瓜
棚
確
認
で
き
た
函
、
の
こ
の
種
類

は
…
一
…
種
瀟
ご
、
猛
毒
の
ド
ク
サ

サ
ゴ
・
ド
ク
ツ
ル
タ
ケ
も
侮
本
か
あ

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
　
欝
ウ
ジ
タ
ヶ
・
ナ
ギ
ナ
タ

タ
ケ
・
ノ
ボ
リ
リ
講
ウ
タ
ケ
。
ミ
ミ

ブ
サ
タ
ケ
な
ど
、
紙
た
に
二
十
九
種

類
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
鑑
窟
が
終
る
と
希
望
館
で
距
懲
の
こ

料
理
の
欝
食
川
雪
鼓
を
打
ち
、
単
規

さ
ん
か
ら
き
の
こ
の
取
り
方
と
見
分

け
方
、
滝
沢
さ
ん
か
ら
保
存
方
法
や

料
理
方
法
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
や
彗
さ
ん
は
晒
、
兇
た
こ
と
の
な
い

き
の
こ
は
賓
易
に
食
べ
な
い
」
な
ど
、

食
燐
蘇
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
を
く
わ
し

く
謡
し
て
く
れ
豪
し
た
，

3
秋
を
満
喫
！
も
み
じ
マ
ラ
ソ
ン

　
き
の
こ
狩
り
大
会
と
瞬
じ
十
月
十

七
籔
、
大
厳
、
r
．
ー
原
か
ら
マ
ン
ト
パ

ー
ク
ま
で
の
第
三
團
も
み
じ
マ
ラ
ソ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
ギ
葡
十
詩
三
牽
分
、
管
理
棟
前
を

ス
タ
ー
ト
し
た
十
五
キ
ロ
コ
ー
ス
に

は
男
女
繭
十
名
が
参
撫
し
、
見
ご
ろ

と
な
っ
た
絃
葉
を
楽
し
み
な
が
ら
ゴ

4
親
子
で
渡
り
鳥
の
観
察

灘灘

曝

難
難
購
難

5
太
鼓
で
良
い
汗
を
！

今
年
、
臓
本
生
命
財
國
か
　
松
之

山
太
鼓
会
（
会
長

指
導
興
）
に
太
鼓

ま
し
た
。

・
轡
木
趨
志
山
留

二
台
が
寄
贈
さ
れ

鳴き声を頼りに、購を探しました

　
天
水
馬
や
浦
照
の
鷲
妻
会
及
び
山

村
留
学
生
な
ど
が
、
こ
の
太
鼓
を
使

っ
て
定
期
的
に
練
習
し
て
い
ま
す
。

　
蒋
妻
会
の
紫
さ
ん
は
、
忙
し
い
生

…
ル
を
め
ざ
し
ま
し
た
な

　
ま
た
、
沿
道
か
ら
送
ら
れ
る
声
援

に
、
手
を
振
っ
て
筈
え
て
い
る
選
手

も
い
ま
し
た
、

　
毎
月
一
回
開
催
さ
れ
て
い
る
親
子

自
然
体
験
教
室
は
好
評
で
、
十
月
は

十
七
繍
に
深
坂
締
で
渡
り
鳥
の
観
察

を
し
ま
し
た
．

　
当
繊
は
雨
雲
が
低
く
た
れ
こ
め
、

渡
り
鳥
は
な
か
な
か
見
づ
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
子
僕
た
ち
は
一
羽
で

も
多
く
見
つ
け
よ
う
と
双
眼
鏡
で
あ

ち
こ
ち
探
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
観
察
で
確
認
で
き
た
爲
は

メ
ジ
ロ
・
ヒ
ガ
ラ
・
ア
ト
リ
。
ア
カ

ゲ
ラ
な
ど
で
、
ヒ
望
ド
リ
は
集
闇
で

南
へ
渡
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昼
に
は
き
の
こ
汁
が
出
さ

れ
、
大
き
な
お
む
す
び
と
い
っ
し
ょ

に
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

活
の
中
で
太
鼓
を
た
た
く
と
き
が
一

番
楽
し
い
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
月
温
十
～
臼
に
開
催
さ

れ
た
芸
能
祭
で
は
、
山
村
留
学
佐
の

皆
さ
ん
が
発
事
な
山
留
太
鼓
を
披
露

し
ま
し
た
。

勢い良く飛び出した選‘手たち
臨翻灘鋸灘蹴劃齢循齢鋼■隠蝋劉鵡謹魁薩麗』瞳謝

寄贈された太鼓で練習をする災水島の

若妻会の皆さん

“
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。

　
ま
た
、
昼
に
は
き
の
こ
汁
が
出
さ

れ
、
大
き
な
お
む
す
び
と
い
っ
し
ょ

に
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

活
の
中
で
太
鼓
を
た
た
く
と
き
が
一

番
楽
し
い
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
十
月
温
十
～
臼
に
開
催
さ

れ
た
芸
能
祭
で
は
、
山
村
留
学
佐
の

皆
さ
ん
が
発
事
な
山
留
太
鼓
を
披
露

し
ま
し
た
。

勢い良く飛び出した選‘手たち
臨翻灘鋸灘蹴劃齢循齢鋼■隠蝋劉鵡謹魁薩麗』瞳謝

寄贈された太鼓で練習をする災水島の

若妻会の皆さん

“
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町
の
顧
部
に
位
覆
し
、
江
戸
蒔
代

は
東
浦
醐
村
に
腐
し
て
い
た
。

　
地
名
の
由
来
は
不
明
だ
が
、
中
立

山
か
ら
続
く
狭
い
峡
谷
を
流
れ
下
っ

た
渋
海
川
が
湯
之
轟
付
近
で
広
く
な

り
、
氾
濫
に
よ
っ
て
で
き
た
中
之
島

が
い
く
つ
か
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
の
中
之
島
で
温
泉
（
鉱
泉
）
が

出
て
い
た
こ
と
か
ら
、
湯
之
島
と
漁

付
け
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
ま
た
、
浦
困
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
華
（
照
浦
溺
中
学
校
）
の
近

く
に
湯
田
の
鉱
東
が
あ
る
。

　
天
和
三
二
六
六
三
）
年
の
検
地

縦
頓
は
、
　
「
湯
田
し
　
「
湯
ノ
繊
環
」

と
い
う
小
字
嶺
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、

湯
之
鳥
が
湯
の
畠
る
地
域
と
し
て
古

く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
現
在
、
湯
田
の
鉱
泉
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
跳
宿
ゆ
の
し
ま
で

使
罵
さ
れ
て
い
る
。

　
昭
秘
十
二
黛
、
集
落
中
央
に
湯
之

島
ク
ラ
プ
（
集
会
所
）
が
完
成
し
、

瞬
二
十
六
鎌
に
は
字
番
麗
で
石
瀬
の

試
掘
が
行
わ
れ
た
。

　
昭
和
五
十
六
年
か
ら
五
十
九
年
ま

で
ミ
ニ
総
パ
事
業
が
行
わ
れ
、
約
九

㎞
の
照
が
整
備
さ
れ
た
。

　
大
厳
等
（
浄
土
真
宗
大
谷
派
）
は

元
禄
十
七
（
一
七
〇
鰯
〉
銀
三
月
、

釈
好
縁
に
よ
っ
て
闘
山
さ
れ
た
。

　
大
厳
寺
の
寺
号
に
つ
い
て
次
の
よ

う
な
欝
い
伝
え
が
あ
る
。

「
現
准
の
大
厳
寺
高
漂
に
、
鎌
禽
中

期
よ
り
十
九
代
続
い
た
輿
醤
宗
大
厳

寺
が
あ
っ
た
の
元
禄
十
七
年
、
廃
寺

に
な
っ
て
い
た
大
厳
轡
を
硯
在
地
に

移
転
し
、
麗
山
好
縁
法
懸
が
轟
宗
大

谷
派
大
厳
轡
と
改
宗
し
た
P

　
現
往
の
本
堂
は
、
文
化
六
瓜
八

〇
九
〉
年
十
ツ
月
に
完
成
し
た
も
の

で
、
棟
札
に
は
棟
梁
や
倣
議
入
の
氏

名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
昭
和
．
．
、
十
七
年
か
ら
五
十

五
年
ま
で
浦
灘
辮
地
（
季
節
〉
保
膏

騒
が
開
設
さ
れ
て
い
た
ロ

　
常
照
轡
ハ
浄
土
真
宗
蕩
田
派
）
は

大
疋
十
二
（
一
九
三
5
無
、
丸
林

集
蔵
に
よ
っ
て
移
転
創
立
さ
れ
た
。

　
常
照
等
は
、
昭
瀦
二
十
一
年
五
月

ま
で
常
照
院
と
称
し
て
い
た
。

　
常
照
院
は
蕩
懇
派
本
由
専
修
、
響
の

由
内
に
あ
っ
た
専
で
、
大
正
十
年
丸

林
集
蔵
が
住
職
に
就
任
し
た
。

　
大
疋
十
二
年
に
湯
之
鶴
へ
の
移
転

溝
建
が
許
可
さ
れ
、
町
内
で
二
番
目

の
浄
土
翼
｛
懇
守
院
が
誕
失
し
た
。

　
大
松
山
の
南
猶
約
一
・
五
㎞
に
、

水
成
轡
で
で
き
て
い
る
巨
大
な
岩
が

あ
る
。

　
湯
之
島
に
洵
か
っ
て
突
き
出
た
轡

は
約
一
〇
〇
鵬
の
断
崖
絶
壁
と
な
っ

て
お
り
、
岩
の
中
腹
の
窪
濁
に
は
石

濁
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
石
綱
は
箆
士
山
の
浅
問
神
社

を
分
岡
し
た
も
の
鰹
＼
天
保
二
八

三
〇
～
照
照
）
の
噸
、
湯
之
島
の
山

岸
常
騨
こ
と
嵩
山
常
栄
と
い
う
修
験

蕎
が
建
立
し
た
。

　
ま
た
、
轡
見
鴬
は
そ
の
奇
岩
ぶ
り

か
ら
轍
験
あ
ら
た
か
な
霊
場
と
し
て
、

古
く
か
ら
修
験
嵩
や
僧
侶
の
修
行
の

場
と
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
煩
L
か
ら
の
眺
望
は
素
購
し
く
、

績
本
海
・
越
後
三
山
・
菱
ケ
揺
な
ど

が
…
望
で
き
る
。

テ甫ε日地区識ミ．ユニティセンターとして牽1｝胴されて

いる1日浦韻中学校

　
昭
稲
二
十
二
年
闘
月
学
校
教
膏
法

が
施
行
さ
れ
、
義
務
教
脊
年
限
が
九

無
に
廼
長
さ
れ
た
。

　
新
学
競
に
ょ
り
麟
民
学
校
は
小
掌

校
と
改
称
さ
れ
、
繭
期
中
等
教
青
を

摂
う
新
制
中
掌
校
が
設
立
さ
れ
る
．
）

と
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
敗
戦
に
よ
り
圏
艮
生
活

が
逼
迫
し
て
い
る
な
か
で
の
校
舎
の

新
築
は
囲
難
で
あ
っ
た
。

　
浦
照
村
で
は
新
謝
中
掌
校
を
小
学

校
に
併
設
す
る
こ
と
に
し
、
岡
無
五

旦
臼
開
校
し
た
．

　
そ
の
後
、
小
学
校
と
同
艦
と
い
う

狭
隆
な
校
舎
悪
情
を
解
消
す
る
た
め
、

独
立
校
舎
の
建
設
が
取
り
上
げ
ら
れ

検
討
さ
れ
た
が
、
校
會
の
位
置
が
な

か
な
か
決
ま
ら
な
か
っ
た
。

　
昭
和
三
十
五
年
、
現
蕉
地
に
本
校

禽
、
翌
三
十
六
年
に
は
体
脊
館
が
竣

工
し
、
よ
う
や
く
小
学
校
と
の
同
屠

が
解
消
さ
れ
た
。

　
昭
秘
三
十
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
隅

度
経
済
成
長
は
過
錬
化
を
進
行
さ
せ
、

生
徳
数
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
り
、

平
成
三
年
三
月
浦
縮
中
学
校
は
闘
校

と
な
っ
た
。

　
な
お
、
現
往
は
浦
段
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
…
と
し
て
利
罵
さ
れ

て
い
る
．

　
こ
ん
な
と
き
、

　
圏
罠
葬
金
の
給
付
に
は
、
①
老
齢
、

②
障
審
、
③
遣
族
の
三
つ
の
基
礎
卑

金
と
、
第
榊
弩
被
保
険
者
（
趨
営
叢

餐
・
掌
盗
な
ど
）
に
対
し
独
自
に
給

付
さ
れ
る
、
④
付
擁
隼
金
、
⑤
寡
婦

年
金
、
⑥
死
奮
…
時
金
が
あ
り
ま
す
。

①
老
後
の
安
定
し
た
生
活
を
支
え
る

　
「
老
齢
基
礎
隼
金
」

　
保
険
料
を
納
め
た
期
間
（
保
険
料

免
除
期
聞
を
倉
む
）
が
原
則
と
し
て

蕊
十
五
奪
以
上
あ
る
人
が
、
六
十
五

歳
に
な
っ
た
と
き
に
受
け
ら
れ
る
年

金
で
す
。

②
障
害
を
負
っ
た
と
き
に

　
「
陸
害
基
礎
牟
金
」

　
園
罠
隼
金
撫
入
中
に
、
痛
気
や
ケ

ガ
で
障
霧
養
二
級
ま
た
は
二
級
）

に
な
っ
た
と
き
に
受
け
ら
れ
る
年
金

で
す
。

③
働
毒
手
が
鴬
く
な
っ
た
と
き
に

　
　
『
選
族
基
礎
年
金
」

　
國
罠
年
金
に
纐
入
し
て
い
る
人
や
、

老
齢
基
礎
年
金
の
資
格
期
闘
を
満
た

し
た
人
が
死
亡
し
た
と
き
に
、
｝
定

の
要
件
を
満
た
し
た
子
の
あ
る
妻
ま

た
は
子
に
支
給
さ
れ
る
年
金
で
す
。

④
付
加
年
金

こ
ん
な
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す

　
付
撫
保
険
料
を
納
め
た
人
が
老
齢

基
礎
年
金
を
受
け
る
と
き
、
そ
れ
に

舶
算
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

⑤
寡
婦
年
金

　
老
齢
基
礎
年
金
の
蜜
格
鯛
間
を
満

た
し
た
夫
が
銀
金
を
受
け
な
い
で
死

み
し
し
た
と
き
に
、
　
そ
の
…
婁
に
穴
十
心
歳

か
ら
穴
十
五
歳
ま
で
の
鶏
支
給
さ
れ

ま
す
。

⑥
死
亡
㎜
時
金

　
保
険
料
を
三
鶴
以
上
納
め
た
人
が

亡
く
な
っ
た
と
き
に
、
そ
の
遺
族
紀

支
給
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け

ら
れ
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
く
わ
し
く
は
、
役
場
の
麟
蔑
隼
金

係
へ
お
賜
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

P

心

槽
」
と
レ
レ
　
し
尿
と
生
活
雑
欝
水

（
台
漸
等
の
緋
水
）
を
併
せ
て
越
理

す
る
浄
化
槽
“
を
ぷ
鱒
併
処
理
浄
化
㎜
欄
し

と
い
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
合
併
処
理
浄
化
槽
は

薫
に
大
型
の
も
の
で
し
た
が
、
近
年

蕎
家
庭
ご
と
に
設
灘
で
き
る
、
小
型

で
高
性
能
の
合
併
処
理
浄
化
槽
が
開

発
・
実
粥
化
さ
れ
普
及
し
て
き
て
い

ま
す
。

　
こ
の
舎
併
処
理
浄
化
槽
の
性
能
は

B
O
D
除
去
郵
が
九
〇
％
以
上
、
処

理
水
質
は
下
水
道
の
終
栄
処
理
施
設

と
岡
等
で
す
．

　
し
尿
と
主
濡
雑
排
水
を
合
わ
せ
た

生
活
緋
水
の
汚
れ
は
、
一
人
一
撮
当

り
B
O
D
愚
に
し
て
照
○
鰐
で
す
．

　
除
去
率
は
九
〇
％
以
L
で
す
か
ら
、

処
理
水
の
β
O
D
は
闘
9
以
下
と
非

常
に
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。

　
単
独
処
理
浄
化
槽
の
場
禽
は
、
し

尿
の
B
O
D
が
難
墓
に
な
り
ま
す
が
、

雑
緋
水
の
B
O
D
二
七
酵
は
そ
の
ま

ま
放
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
合
併
処
理
浄
化
槽
に
つ
い
て
く
わ

し
く
知
り
た
い
方
は
、
役
場
の
保
健

衛
焦
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
馨
併
姓
遜
簿
羅
槽
ゆ
羅
懸
鑑
羅
鱗
離

　
浄
化
槽
の
う
ち
、
し
駅
だ
け
を
娯

理
す
る
浄
化
槽
は
「
単
独
処
理
浄
化

　
　
　
》
　
　
、
　
、

響欝
　
懲
鱗

＼
感

議鱒驚墨
謙oβ

台
洗

聾
〆

※数1離、達人力噸に鵬頗醐瀕磯躯00藤わし焼の
働簸
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。
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照
等
は
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昭
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二
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ま
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。
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蕩
懇
派
本
由
専
修
、
響
の

由
内
に
あ
っ
た
専
で
、
大
正
十
年
丸

林
集
蔵
が
住
職
に
就
任
し
た
。

　
大
疋
十
二
年
に
湯
之
鶴
へ
の
移
転

溝
建
が
許
可
さ
れ
、
町
内
で
二
番
目

の
浄
土
翼
｛
懇
守
院
が
誕
失
し
た
。

　
大
松
山
の
南
猶
約
一
・
五
㎞
に
、

水
成
轡
で
で
き
て
い
る
巨
大
な
岩
が

あ
る
。

　
湯
之
島
に
洵
か
っ
て
突
き
出
た
轡

は
約
一
〇
〇
鵬
の
断
崖
絶
壁
と
な
っ

て
お
り
、
岩
の
中
腹
の
窪
濁
に
は
石

濁
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
石
綱
は
箆
士
山
の
浅
問
神
社

を
分
岡
し
た
も
の
鰹
＼
天
保
二
八

三
〇
～
照
照
）
の
噸
、
湯
之
島
の
山

岸
常
騨
こ
と
嵩
山
常
栄
と
い
う
修
験

蕎
が
建
立
し
た
。

　
ま
た
、
轡
見
鴬
は
そ
の
奇
岩
ぶ
り

か
ら
轍
験
あ
ら
た
か
な
霊
場
と
し
て
、

古
く
か
ら
修
験
嵩
や
僧
侶
の
修
行
の

場
と
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
煩
L
か
ら
の
眺
望
は
素
購
し
く
、

績
本
海
・
越
後
三
山
・
菱
ケ
揺
な
ど

が
…
望
で
き
る
。

テ甫ε日地区識ミ．ユニティセンターとして牽1｝胴されて

いる1日浦韻中学校

　
昭
稲
二
十
二
年
闘
月
学
校
教
膏
法

が
施
行
さ
れ
、
義
務
教
脊
年
限
が
九

無
に
廼
長
さ
れ
た
。

　
新
学
競
に
ょ
り
麟
民
学
校
は
小
掌

校
と
改
称
さ
れ
、
繭
期
中
等
教
青
を

摂
う
新
制
中
掌
校
が
設
立
さ
れ
る
．
）

と
に
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
敗
戦
に
よ
り
圏
艮
生
活

が
逼
迫
し
て
い
る
な
か
で
の
校
舎
の

新
築
は
囲
難
で
あ
っ
た
。

　
浦
照
村
で
は
新
謝
中
掌
校
を
小
学

校
に
併
設
す
る
こ
と
に
し
、
岡
無
五

旦
臼
開
校
し
た
．

　
そ
の
後
、
小
学
校
と
同
艦
と
い
う

狭
隆
な
校
舎
悪
情
を
解
消
す
る
た
め
、

独
立
校
舎
の
建
設
が
取
り
上
げ
ら
れ

検
討
さ
れ
た
が
、
校
會
の
位
置
が
な

か
な
か
決
ま
ら
な
か
っ
た
。

　
昭
和
三
十
五
年
、
現
蕉
地
に
本
校

禽
、
翌
三
十
六
年
に
は
体
脊
館
が
竣

工
し
、
よ
う
や
く
小
学
校
と
の
同
屠

が
解
消
さ
れ
た
。

　
昭
秘
三
十
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
隅

度
経
済
成
長
は
過
錬
化
を
進
行
さ
せ
、

生
徳
数
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
り
、

平
成
三
年
三
月
浦
縮
中
学
校
は
闘
校

と
な
っ
た
。

　
な
お
、
現
往
は
浦
段
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
…
と
し
て
利
罵
さ
れ

て
い
る
．

　
こ
ん
な
と
き
、

　
圏
罠
葬
金
の
給
付
に
は
、
①
老
齢
、

②
障
審
、
③
遣
族
の
三
つ
の
基
礎
卑

金
と
、
第
榊
弩
被
保
険
者
（
趨
営
叢

餐
・
掌
盗
な
ど
）
に
対
し
独
自
に
給

付
さ
れ
る
、
④
付
擁
隼
金
、
⑤
寡
婦

年
金
、
⑥
死
奮
…
時
金
が
あ
り
ま
す
。

①
老
後
の
安
定
し
た
生
活
を
支
え
る

　
「
老
齢
基
礎
隼
金
」

　
保
険
料
を
納
め
た
期
間
（
保
険
料

免
除
期
聞
を
倉
む
）
が
原
則
と
し
て

蕊
十
五
奪
以
上
あ
る
人
が
、
六
十
五

歳
に
な
っ
た
と
き
に
受
け
ら
れ
る
年

金
で
す
。

②
障
害
を
負
っ
た
と
き
に

　
「
陸
害
基
礎
牟
金
」

　
園
罠
隼
金
撫
入
中
に
、
痛
気
や
ケ

ガ
で
障
霧
養
二
級
ま
た
は
二
級
）

に
な
っ
た
と
き
に
受
け
ら
れ
る
年
金

で
す
。

③
働
毒
手
が
鴬
く
な
っ
た
と
き
に

　
　
『
選
族
基
礎
年
金
」

　
國
罠
年
金
に
纐
入
し
て
い
る
人
や
、

老
齢
基
礎
年
金
の
資
格
期
闘
を
満
た

し
た
人
が
死
亡
し
た
と
き
に
、
｝
定

の
要
件
を
満
た
し
た
子
の
あ
る
妻
ま

た
は
子
に
支
給
さ
れ
る
年
金
で
す
。

④
付
加
年
金

こ
ん
な
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す

　
付
撫
保
険
料
を
納
め
た
人
が
老
齢

基
礎
年
金
を
受
け
る
と
き
、
そ
れ
に

舶
算
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

⑤
寡
婦
年
金

　
老
齢
基
礎
年
金
の
蜜
格
鯛
間
を
満

た
し
た
夫
が
銀
金
を
受
け
な
い
で
死

み
し
し
た
と
き
に
、
　
そ
の
…
婁
に
穴
十
心
歳

か
ら
穴
十
五
歳
ま
で
の
鶏
支
給
さ
れ

ま
す
。

⑥
死
亡
㎜
時
金

　
保
険
料
を
三
鶴
以
上
納
め
た
人
が

亡
く
な
っ
た
と
き
に
、
そ
の
遺
族
紀

支
給
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け

ら
れ
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
く
わ
し
く
は
、
役
場
の
麟
蔑
隼
金

係
へ
お
賜
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

P

心

槽
」
と
レ
レ
　
し
尿
と
生
活
雑
欝
水

（
台
漸
等
の
緋
水
）
を
併
せ
て
越
理

す
る
浄
化
槽
“
を
ぷ
鱒
併
処
理
浄
化
㎜
欄
し

と
い
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
合
併
処
理
浄
化
槽
は

薫
に
大
型
の
も
の
で
し
た
が
、
近
年

蕎
家
庭
ご
と
に
設
灘
で
き
る
、
小
型

で
高
性
能
の
合
併
処
理
浄
化
槽
が
開

発
・
実
粥
化
さ
れ
普
及
し
て
き
て
い

ま
す
。

　
こ
の
舎
併
処
理
浄
化
槽
の
性
能
は

B
O
D
除
去
郵
が
九
〇
％
以
上
、
処

理
水
質
は
下
水
道
の
終
栄
処
理
施
設

と
岡
等
で
す
．

　
し
尿
と
主
濡
雑
排
水
を
合
わ
せ
た

生
活
緋
水
の
汚
れ
は
、
一
人
一
撮
当

り
B
O
D
愚
に
し
て
照
○
鰐
で
す
．

　
除
去
率
は
九
〇
％
以
L
で
す
か
ら
、

処
理
水
の
β
O
D
は
闘
9
以
下
と
非

常
に
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。

　
単
独
処
理
浄
化
槽
の
場
禽
は
、
し

尿
の
B
O
D
が
難
墓
に
な
り
ま
す
が
、

雑
緋
水
の
B
O
D
二
七
酵
は
そ
の
ま

ま
放
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
合
併
処
理
浄
化
槽
に
つ
い
て
く
わ

し
く
知
り
た
い
方
は
、
役
場
の
保
健

衛
焦
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
馨
併
姓
遜
簿
羅
槽
ゆ
羅
懸
鑑
羅
鱗
離

　
浄
化
槽
の
う
ち
、
し
駅
だ
け
を
娯

理
す
る
浄
化
槽
は
「
単
独
処
理
浄
化

　
　
　
》
　
　
、
　
、

響欝
　
懲
鱗

＼
感

議鱒驚墨
謙oβ

台
洗

聾
〆

※数1離、達人力噸に鵬頗醐瀕磯躯00藤わし焼の
働簸
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十
絹
、
一
十
穴
日
と
二
新
七
資
の
夜
、

町
民
体
鵠
鍔
館
欄
で
植
弗
十
縢
餓
町
一
畏
杯
”
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
八
チ
…
ム
が
参
加
し
、

そ
の
う
ち
の
慣
．
チ
ー
ム
は
鷲
さ
あ
．
ふ

れ
る
却
飼
校
窯
チ
ー
ム
で
し
た
。

　
ま
た
、
松
代
町
か
ら
も
三
チ
ー
ム

、
頒
し
、
も
う
少
し
で
優
勝
杯
六
持

っ
て
い
か
れ
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

　
試
合
は
、
体
力
に
自
儒
が
あ
る
嵩

校
生
チ
…
ム
が
強
烈
な
ス
パ
イ
ク
を

連皿

発
し
窪
し
た
が
、
技
と
う
ま
さ
の

膏
驚
チ
…
ム
に
あ
と
一
歩
及
び
ま
せ

ん
で
し
た
．

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

｝
位
　
翼
熱
μ
A

二
位
　
松
代
V
B
C

．
．
一
位
　
昇
勢
会
B

　
十
稽
十
澱
績
か
ら
十
七
嬢
ま
で
、

大
鶏
村
公
鋭
館
で
第
十
二
邸
東
餓
城

郡
美
衛
展
覧
会
が
開
縷
さ
れ
ま
し
た
。

　
入
欝
煮
で
特
に
漉
慰
葎
集
め
た
の

は
、
松
之
由
の
腔
藤
鷺
華
瀞
・
ん
と
龍

治
く
ん
の
一
餐
連
続
郡
展
賞
ダ
ブ
ル

受
賞
で
し
た
。

　
ま
た
、
龍
漉
く
ん
は
沼
本
の
鐘
遺

展
駁
高
蜂
の
、
第
九
翻
撚
率
拭
道
館

蹴
郵
蹴
道
展
で
轟
凹
心
欝
を
受
欝
し

た
り
、
金
獲
本
欝
少
．
影
執
道
展
で
文

部
大
臣
賞
を
蔓
麗
す
る
な
ど
大
活
躍

し
て
い
ま
す
。

▼
松
之
山
町
関
係
郡
美
衛
展
入
賞
者

▼
絵
醸
部
門
《
郡
展
賞
》

松
之
山
　
饒
藤
澱
子
磁
爆
い
爾
し

▼
書
道
部
門

《
郡
展
賞
》

松
之
山
　
佐
藤
能
治

「
孫
秋
鉱
劉
趨
穣
二
蒔
人
等
造
象
己
」

《
奨
励
嵩

松
鱗
田
辺
真
理
、
李
農
詩
恥

強烈なスパイクが次々に決まりました

　
公
罠
館
で
は
、
町
畏
の
皆
さ
ん
か

ら
餓
軽
に
本
を
読
ん
で
い
た
だ
く
た

め
、
自
然
休
養
轡
セ
ン
タ
ー
一
階
の

ロ
ビ
ー
に
奉
棚
を
設
欝
し
ま
し
た
。

　
新
判
警
コ
ー
ナ
ー
や
絵
本
な
ど
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
耀
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
貸
出
し
冊
数
は
一
人
五
冊

以
内
で
、
貸
出
し
期
間
は
二
週
間
で

動
。

灘
蘂
茎
嚢
溝
峯
懸
鑛
嚢
．

　
十
月
六
鷺
浦
川
漂
村
公
戻
館
広
場

で
、
第
七
回
東
頸
城
郡
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
選
手
権
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
松
之
山
町
か
ら
は
、
町
の
大
会
で

上
位
入
欝
し
た
六
チ
ー
ム
が
参
撫
し

ま
し
た
。

　
結
果
は
、
予
選
ブ
ロ
ッ
ク
を
勝
ち

上
が
っ
た
三
チ
ー
ム
が
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
に
進
み
ま
し
た
が
、
惜
し
く

も
一
園
戦
で
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
九
月
二
田
新
潟
帯
で
開
催

さ
れ
た
、
交
通
安
全
ゲ
ー
ト
ボ
；
ル

県
大
会
に
出
場
し
た
鑓
手
チ
ー
ム
は
、

わ
ず
か
な
簿
集
点
差
で
ブ
ロ
ッ
ク
ニ

位
と
な
り
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に

進
出
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

農
業
祭
に
ご
協
涛
か
染
囲
捲
流
門
渉
に
ぱ
2
団
ぼ
淋
…
…
1
…
ー
…
は

｝
…
…
・
i
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i
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｛
・
ー
　
　
　
｝
｝
…
ー
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榊

　
紅
蘂
≠
兇
、
製
な
十
場
．
、
↑
一
総
、

松
之
出
騰
を
あ
げ
て
の
㈱
築
戴
轟
．
、
阿

．
醗
祭
が
に
ぎ
や
か
に
“
㎝
倉
わ
れ
家
し
た
軽

　
松
庭
山
眺
の
婦
人
が
一
爵
町
に
協

わ
で
き
る
イ
ベ
、
、
、
ト
．
・
す
の
℃
、
皆

瀞
．
｝
ん
と
て
も
、
敬
持
ち
良
く
一
生
懸
命

蟹
、
張
っ
て
イ
、
れ
ま
し
た
．

　
柘
璽
地
臥
・
ヒ
薦
川
地
区
の
皆
瀬
．

ん
が
粥
意
し
た
、
　
。
　
○
食
の
垂
葺

ち
ソ
バ
の
味
は
い
か
が
て
し
た
か
、

　
こ
の
ソ
バ
は
、
嬬
人
会
役
興
が
箭

漏
か
ら
中
学
校
の
野
．
締
、
，
を
借
り
て

作
っ
た
も
の
て
、
像
藤
鋭
め
さ
ん
、

小
野
塚
賢
子
さ
ん
、
佐
藤
カ
ズ
エ
蕉

ん
か
ら
指
静
し
て
い
た
，
．
κ
き
、
二
斗

鴛
升
の
ソ
バ
粉
を
練
り
上
げ
た
も
の

で
す
。

　
七
滋
（
）
食
も
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
お

に
ぎ
り
は
、
松
之
由
・
三
省
・
下
羅

韻
地
、
藻
の
蕾
　
ん
か
ら
作
っ
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
．
猶

叢
叢
麗
・
封

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
獲
覗

　
　
　
　
　
　
　
　
鑓
帥毎年好評なアンポは

だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
野
祷
禽
の
一
人
の
お
ば
き

ん
か
ら
は
、
湘
り
込
み
で
六
斗
の
ご

は
ん
を
炊
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
っ
き
た
て
の
モ
チ
は
浦
田
地
区
と

縁
業
委
舞
の
皆
さ
ん
が
撫
鷺
で
、
今

隼
は
「
わ
た
ぼ
う
し
」
と
い
う
繍
種

だ
そ
う
で
す
。

　
食
べ
て
み
ら
れ
た
方
、
味
は
い
か

が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
．

　
モ
チ
米
も
六
斗
で
、
七
〇
〇
食
で

き
ま
し
た
。
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売
店
の
ア
ン
ボ
や
腰
汁
も
好
評
で
、
一
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ア
ッ
と
い
う
聞
ー
晃
売
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
ア
ン
ボ
作
り
は
小
野
塚
光
枝
さ
ん

か
・
指
、
欝
し
て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん

が
す
で
に
持
っ
て
い
る
技
術
と
あ
わ

せ
て
、
大
変
、
い
し
い
ア
ン
ポ
が
た

く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。

　
わ
が
寒
の
糠
目
慢
3
…
ナ
…
に
は

一
、
郵
．
、
の
呂
囎
が
あ
り
、
ど
の
料

理
も
す
ば
ら
し
い
味
で
し
た
。

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
さ
ん
に

心
か
ら
お
礼
申
し
乱
げ
漢
す
、
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農
作
漿
や
冬
仕
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で
忙
し
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な
か
、
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各
種
駅
伝
大
会
で
活
躍

郡
中
学
校
駅
伝
で
女
子
チ
ー
ム
優
勝

　
第
三
牽
懸
（
女
子
第
七
回
）
郡
中

罫
校
駅
倣
大
会
が
九
月
二
十
九
鍵
行

わ
れ
、
女
子
は
松
之
山
A
チ
ー
ム
が

大
会
薪
記
録
で
優
勝
し
、
男
子
も
松

之
出
A
チ
ー
ム
が
二
位
と
健
醐
し
ま

し
た
。

　
男
あ
は
十
ニ
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

県
黛
松
代
病
醗
繭
か
ら
安
塚
中
掌
校

前
ま
で
の
九
区
聞
、
女
子
は
牽
チ
ー

ム
が
滲
癩
し
、
大
島
村
役
場
か
ら
安

塚
中
学
校
葡
ま
で
の
囎
懸
間
を
定
り

ま
し
た
．

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
男
予
成
績
　
　
購
闘
・
分
．
秒

一
覆
松
之
山
A
　
i
必
．
漁

露
位
　
松
之
山
B
　
　
1
。
53
。
綴

九
位
　
松
之
山
C
　
　
三
・
甜
．
貿

▼
女
子
成
績

櫻
勝
　
松
之
山
A
　
　
　
⑱
酪
．
30

五
位
　
松
之
山
B
　
　
i
・
oo
。
5
2

上
越
地
区
中
学
校
駅
伝
大
会

　
十
月
二
十
六
繍
、
上
越
地
区
中
学

校
駅
黛
大
会
が
行
わ
れ
、
男
子
は
三

十
七
チ
ー
ム
、
女
子
は
三
十
五
チ
…

ム
が
参
触
し
ま
し
た
。

　
大
会
当
鷺
は
、
聴
よ
り
風
雨
の
強

く
な
る
あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た
が
、

男
女
と
も
松
之
山
A
が
六
位
盗
入
賞

し
、
＋
再
二
＋
漂
新
潟
市
で
闘
鰹

さ
れ
る
県
大
会
に
出
場
す
肇
芝
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　
選
手
の
皆
さ
ん
、
上
位
を
目
指
し

て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

県
縦
断
駅
伝
に
松
之
山
か
ら
三
名
出
場

　
十
月
二
十
三
鶏
・
二
十
闘
藏
に
行

わ
れ
た
郡
市
対
抗
県
縦
断
駅
伝
大
会

に
、
松
之
山
事
艶
校
の
小
林
贋
男
先

蛇
、
松
璽
小
掌
校
の
鷲
木
直
弘
先
生
、

下
鍛
池
の
鈴
木
昭
男
さ
ん
の
黒
名
が

禺
場
し
、
東
頻
城
チ
ー
ム
の
苫
興
と

し
て
頑
張
り
ま
し
た
ゆ

　
策
頸
城
チ
…
ム
の
成
績
は
、
総
合

で
三
牽
チ
ー
ム
中
二
牽
一
位
弊
、
し
た

が
、
選
手
不
簸
を
補
う
た
め
一
人
で

二
区
間
走
る
人
が
い
た
こ
と
を
考
え

れ
ば
大
健
闘
で
し
た
。

　
選
乎
の
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。
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十
絹
、
一
十
穴
日
と
二
新
七
資
の
夜
、

町
民
体
鵠
鍔
館
欄
で
植
弗
十
縢
餓
町
一
畏
杯
”
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
八
チ
…
ム
が
参
加
し
、

そ
の
う
ち
の
慣
．
チ
ー
ム
は
鷲
さ
あ
．
ふ

れ
る
却
飼
校
窯
チ
ー
ム
で
し
た
。

　
ま
た
、
松
代
町
か
ら
も
三
チ
ー
ム

、
頒
し
、
も
う
少
し
で
優
勝
杯
六
持

っ
て
い
か
れ
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

　
試
合
は
、
体
力
に
自
儒
が
あ
る
嵩

校
生
チ
…
ム
が
強
烈
な
ス
パ
イ
ク
を

連皿

発
し
窪
し
た
が
、
技
と
う
ま
さ
の

膏
驚
チ
…
ム
に
あ
と
一
歩
及
び
ま
せ

ん
で
し
た
．

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

｝
位
　
翼
熱
μ
A

二
位
　
松
代
V
B
C

．
．
一
位
　
昇
勢
会
B

　
十
稽
十
澱
績
か
ら
十
七
嬢
ま
で
、

大
鶏
村
公
鋭
館
で
第
十
二
邸
東
餓
城

郡
美
衛
展
覧
会
が
開
縷
さ
れ
ま
し
た
。

　
入
欝
煮
で
特
に
漉
慰
葎
集
め
た
の

は
、
松
之
由
の
腔
藤
鷺
華
瀞
・
ん
と
龍

治
く
ん
の
一
餐
連
続
郡
展
賞
ダ
ブ
ル

受
賞
で
し
た
。

　
ま
た
、
龍
漉
く
ん
は
沼
本
の
鐘
遺

展
駁
高
蜂
の
、
第
九
翻
撚
率
拭
道
館

蹴
郵
蹴
道
展
で
轟
凹
心
欝
を
受
欝
し

た
り
、
金
獲
本
欝
少
．
影
執
道
展
で
文

部
大
臣
賞
を
蔓
麗
す
る
な
ど
大
活
躍

し
て
い
ま
す
。

▼
松
之
山
町
関
係
郡
美
衛
展
入
賞
者

▼
絵
醸
部
門
《
郡
展
賞
》

松
之
山
　
饒
藤
澱
子
磁
爆
い
爾
し

▼
書
道
部
門

《
郡
展
賞
》

松
之
山
　
佐
藤
能
治

「
孫
秋
鉱
劉
趨
穣
二
蒔
人
等
造
象
己
」

《
奨
励
嵩

松
鱗
田
辺
真
理
、
李
農
詩
恥

強烈なスパイクが次々に決まりました

　
公
罠
館
で
は
、
町
畏
の
皆
さ
ん
か

ら
餓
軽
に
本
を
読
ん
で
い
た
だ
く
た

め
、
自
然
休
養
轡
セ
ン
タ
ー
一
階
の

ロ
ビ
ー
に
奉
棚
を
設
欝
し
ま
し
た
。

　
新
判
警
コ
ー
ナ
ー
や
絵
本
な
ど
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
耀
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
貸
出
し
冊
数
は
一
人
五
冊

以
内
で
、
貸
出
し
期
間
は
二
週
間
で

動
。

灘
蘂
茎
嚢
溝
峯
懸
鑛
嚢
．

　
十
月
六
鷺
浦
川
漂
村
公
戻
館
広
場

で
、
第
七
回
東
頸
城
郡
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
選
手
権
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
松
之
山
町
か
ら
は
、
町
の
大
会
で

上
位
入
欝
し
た
六
チ
ー
ム
が
参
撫
し

ま
し
た
。

　
結
果
は
、
予
選
ブ
ロ
ッ
ク
を
勝
ち

上
が
っ
た
三
チ
ー
ム
が
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
に
進
み
ま
し
た
が
、
惜
し
く

も
一
園
戦
で
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
九
月
二
田
新
潟
帯
で
開
催

さ
れ
た
、
交
通
安
全
ゲ
ー
ト
ボ
；
ル

県
大
会
に
出
場
し
た
鑓
手
チ
ー
ム
は
、

わ
ず
か
な
簿
集
点
差
で
ブ
ロ
ッ
ク
ニ

位
と
な
り
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に

進
出
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

農
業
祭
に
ご
協
涛
か
染
囲
捲
流
門
渉
に
ぱ
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榊

　
紅
蘂
≠
兇
、
製
な
十
場
．
、
↑
一
総
、

松
之
出
騰
を
あ
げ
て
の
㈱
築
戴
轟
．
、
阿

．
醗
祭
が
に
ぎ
や
か
に
“
㎝
倉
わ
れ
家
し
た
軽

　
松
庭
山
眺
の
婦
人
が
一
爵
町
に
協

わ
で
き
る
イ
ベ
、
、
、
ト
．
・
す
の
℃
、
皆

瀞
．
｝
ん
と
て
も
、
敬
持
ち
良
く
一
生
懸
命

蟹
、
張
っ
て
イ
、
れ
ま
し
た
．

　
柘
璽
地
臥
・
ヒ
薦
川
地
区
の
皆
瀬
．

ん
が
粥
意
し
た
、
　
。
　
○
食
の
垂
葺

ち
ソ
バ
の
味
は
い
か
が
て
し
た
か
、

　
こ
の
ソ
バ
は
、
嬬
人
会
役
興
が
箭

漏
か
ら
中
学
校
の
野
．
締
、
，
を
借
り
て

作
っ
た
も
の
て
、
像
藤
鋭
め
さ
ん
、

小
野
塚
賢
子
さ
ん
、
佐
藤
カ
ズ
エ
蕉

ん
か
ら
指
静
し
て
い
た
，
．
κ
き
、
二
斗

鴛
升
の
ソ
バ
粉
を
練
り
上
げ
た
も
の

で
す
。

　
七
滋
（
）
食
も
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
お

に
ぎ
り
は
、
松
之
由
・
三
省
・
下
羅

韻
地
、
藻
の
蕾
　
ん
か
ら
作
っ
て
い
た
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切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
獲
覗

　
　
　
　
　
　
　
　
鑓
帥毎年好評なアンポは

だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
野
祷
禽
の
一
人
の
お
ば
き

ん
か
ら
は
、
湘
り
込
み
で
六
斗
の
ご

は
ん
を
炊
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
っ
き
た
て
の
モ
チ
は
浦
田
地
区
と

縁
業
委
舞
の
皆
さ
ん
が
撫
鷺
で
、
今

隼
は
「
わ
た
ぼ
う
し
」
と
い
う
繍
種

だ
そ
う
で
す
。

　
食
べ
て
み
ら
れ
た
方
、
味
は
い
か

が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
．

　
モ
チ
米
も
六
斗
で
、
七
〇
〇
食
で

き
ま
し
た
。
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ア
ッ
と
い
う
聞
ー
晃
売
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
ア
ン
ボ
作
り
は
小
野
塚
光
枝
さ
ん

か
・
指
、
欝
し
て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん

が
す
で
に
持
っ
て
い
る
技
術
と
あ
わ

せ
て
、
大
変
、
い
し
い
ア
ン
ポ
が
た

く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。

　
わ
が
寒
の
糠
目
慢
3
…
ナ
…
に
は

一
、
郵
．
、
の
呂
囎
が
あ
り
、
ど
の
料

理
も
す
ば
ら
し
い
味
で
し
た
。

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
さ
ん
に

心
か
ら
お
礼
申
し
乱
げ
漢
す
、
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岬
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農
作
漿
や
冬
仕
度
で
忙
し
い
な
か
、
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…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
随

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
艀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

各
種
駅
伝
大
会
で
活
躍

郡
中
学
校
駅
伝
で
女
子
チ
ー
ム
優
勝

　
第
三
牽
懸
（
女
子
第
七
回
）
郡
中

罫
校
駅
倣
大
会
が
九
月
二
十
九
鍵
行

わ
れ
、
女
子
は
松
之
山
A
チ
ー
ム
が

大
会
薪
記
録
で
優
勝
し
、
男
子
も
松

之
出
A
チ
ー
ム
が
二
位
と
健
醐
し
ま

し
た
。

　
男
あ
は
十
ニ
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

県
黛
松
代
病
醗
繭
か
ら
安
塚
中
掌
校

前
ま
で
の
九
区
聞
、
女
子
は
牽
チ
ー

ム
が
滲
癩
し
、
大
島
村
役
場
か
ら
安

塚
中
学
校
葡
ま
で
の
囎
懸
間
を
定
り

ま
し
た
．

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
男
予
成
績
　
　
購
闘
・
分
．
秒

一
覆
松
之
山
A
　
i
必
．
漁

露
位
　
松
之
山
B
　
　
1
。
53
。
綴

九
位
　
松
之
山
C
　
　
三
・
甜
．
貿

▼
女
子
成
績

櫻
勝
　
松
之
山
A
　
　
　
⑱
酪
．
30

五
位
　
松
之
山
B
　
　
i
・
oo
。
5
2

上
越
地
区
中
学
校
駅
伝
大
会

　
十
月
二
十
六
繍
、
上
越
地
区
中
学

校
駅
黛
大
会
が
行
わ
れ
、
男
子
は
三

十
七
チ
ー
ム
、
女
子
は
三
十
五
チ
…

ム
が
参
触
し
ま
し
た
。

　
大
会
当
鷺
は
、
聴
よ
り
風
雨
の
強

く
な
る
あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た
が
、

男
女
と
も
松
之
山
A
が
六
位
盗
入
賞

し
、
＋
再
二
＋
漂
新
潟
市
で
闘
鰹

さ
れ
る
県
大
会
に
出
場
す
肇
芝
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　
選
手
の
皆
さ
ん
、
上
位
を
目
指
し

て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

県
縦
断
駅
伝
に
松
之
山
か
ら
三
名
出
場

　
十
月
二
十
三
鶏
・
二
十
闘
藏
に
行

わ
れ
た
郡
市
対
抗
県
縦
断
駅
伝
大
会

に
、
松
之
山
事
艶
校
の
小
林
贋
男
先

蛇
、
松
璽
小
掌
校
の
鷲
木
直
弘
先
生
、

下
鍛
池
の
鈴
木
昭
男
さ
ん
の
黒
名
が

禺
場
し
、
東
頻
城
チ
ー
ム
の
苫
興
と

し
て
頑
張
り
ま
し
た
ゆ

　
策
頸
城
チ
…
ム
の
成
績
は
、
総
合

で
三
牽
チ
ー
ム
中
二
牽
一
位
弊
、
し
た

が
、
選
手
不
簸
を
補
う
た
め
一
人
で

二
区
間
走
る
人
が
い
た
こ
と
を
考
え

れ
ば
大
健
闘
で
し
た
。

　
選
乎
の
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。
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検
察
審
査
会
を
知
っ
て
嫌
濠
す
か

　
、
．
ー
」
ん
の
周
闘
で
、
交
遡
璽
敵
、

詐
欺
、
お
ど
し
な
ど
の
被
絃
㌦
あ
っ

て
驚
察
や
検
察
纈
に
誹
え
た
が
、
畢
、

の
事
件
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い

（
こ
れ
を
「
下
趨
譲
処
分
」
と
い
い

ま
す
）
の
で
、
ど
う
も
納
得
で
き
な

い
、
こ
ん
な
不
満
を
お
持
ち
の
方
は

い
麦
せ
ん
か
。

　
泣
転
寝
入
り
し
な
い
晒
＼
検
禦
審

鷹
会
纂
務
尉
に
遠
魔
プ
く
ご
搬
談
く

だ
さ
い
。

　
検
灘
審
査
獣
は
、
選
肇
権
幻
薄
す

る
麟
艮
の
中
・
か
ら
r
じ
」
響
、
選
ば

れ
た
十
一
人
の
審
奮
ー
が
麟
畏
を
代

褒
し
、
住
艮
と
し
て
健
全
、
墨
良
識
に

従
っ
て
、
検
察
寓
の
不
趨
訴
処
分
を

調
べ
な
お
し
て
く
れ
る
鼠
窯
的
転
濁

の
機
関
で
す
。

　
審
灘
の
串
立
て
に
は
欝
朗
が
一
切

か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
㍉
軽
に
ご
穂

壌
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
い
つ
か
皆
さ
ん
も
検
嫁
、
講

資
興
に
選
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
と
き
は
麟
民

の
代
表
と
し
て
こ
の
仕
藝
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
る

　
く
わ
し
く
は
、
霧
薦
検
禦
審
嶽
欝

箏
務
周
（
新
潟
地
方
裁
判
、
贈
．
剛
田
支

翼
内
）
へ
お
…
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
．

　
費
ノ
　
鴛
五
ー
二
四
∵
ー
瓢
一
六
〇

　
　
　
　
欄

　
　
R
S
N
新
潟
放
送
瞥
、
は
、

　
な
、
｝
の
後
援
埠
受
け
て
、
ふ
る
さ
と

　
C
M
大
賞
の
作
品
憲
　
集
し
て
い
ま

　
ず
¢

　
　
あ
な
た
の
作
晶
が
入
賞
ト
学
れ
ば
放

　
送
瀞
・
㌦
れ
豪
す
の
で
、
ビ
デ
オ
に
興
昧

　
の
あ
　
方
女
応
暴
し
て
く
だ
ご
い
、

｝
▼
作
品

が㎜マ
！
…
i

｝　
｝
　
｝
　
｝
　
　¶
　
伊
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
ー
ー

皿｝

回
ふ
る
さ
と
C
M
犬
賞
作
晶
募
集
中
／

　
八
ミ
リ
ビ
デ
オ
か
V
H
S
ビ
デ
オ

皆
＼
　
島
ハ
ハ
）
秒
以
内
・
一
轟
（
》
秒
以
由
門
・

、
五
秒
以
内
の
い
ず
れ
か

▼
内
　
容

　
県
内
各
市
町
村
の
特
幾
を
表
現
し

て
い
る
も
の
で
、
岬
マ
チ
ュ
ア
の
未

発
表
作
晶
に
隈
り
ま
す
．

▼
募
集
期
間

平
成
汽
鍔
牽
一
月
来
ま
櫛
、

▼
癒
募
先
・
間
い
合
わ
せ
先

　
筆
九
五
一

　
新
潟
帯
川
畔
町
八
…
一
八

　
　
g
s
N
新
潟
放
送

　
　
　
ふ
る
さ
と
C
M
大
糞
係

　
　
　
費
Q
猟
滋
ハ
ギ
照
、
『
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浦
田
牛
丸
焼
き
フ
滋
ス
テ
磁
バ
ル
纏
参
茄
毯
ま
せ
ん
が

《

…
梱

　
食
飲
の
秋
を
餓
る
に
、
ふ
さ
わ
し
い
、

浦
購
牛
丸
焼
き
フ
ェ
ス
テ
ィ
ベ
ル
が

今
年
も
行
わ
れ
濠
す
喚

　
や
わ
ら
か
い
稗
牛
｛
浦
絹
琴
）
が

食
べ
放
嚢
訴
＼
肉
好
き
の
方
に
は
う

れ
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
事
。

　
ま
た
、
特
大
の
聯
範
弼
さ
れ
た
牛

が
、
炭
火
で
ゆ
っ
く
り
と
焼
か
れ
る

と
こ
メ
ん
艶
る
の
も
楽
し
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
濠
た
、
牛
肉
で
満
腹
に
な
っ
た
ら

体
欝
羅
に
併
設
さ
れ
て
い
る
風
編
に

入
り
、
汗
を
流
し
た
あ
と
も
う
一
獣

罫
殉
紅
チ
ャ
レ
V
、
／
ジ
し
て
み
ま
せ
ん

▼か
環。

▼
会
▼
会

費場　　　時

一旧でら午十
人浦受午餉一
三三田付後十月
’中　○一十
〇学　時晒脳
○校　凱三三野｛
○体 ヤ重曾
円欝　分分一
　館　 まか
　　　○

▼
融
資
額

　
多
生
・
熱
謎
一
人
に
つ
、
き
一
烈
○

万
円
以
内

▼
使
い
み
ち

　
入
学
聴
の
欝
用
や
筏
軍
中
の
費
用

（
授
業
料
・
下
宿
代
・
通
糞
費
な
ど
）

▼
利
馬
で
き
る
方

　
大
、
．
・
辮
大
二
・
陶
校
二
，
㈹
專
・
専

修
。
磨
校
・
各
種
学
校
・
罫
簾
校
な
ど

に
入
鉾
・
在
率
さ
れ
る
掌
焦
・
儒
縫

の
保
護
餐

▼
利
　
率

　
鰯
・
六
％

ハ
十
一
月
か
ら
下
が
り
豪
し
た
〉

▼
返
済
期
間

　
八
年
以
内

（
掴
置
は
窪
　
期
閥
内
、
た
だ
し
簸

　
葵
購
畢
以
内
）

　
く
わ
し
く
は
、
騙
縦
金
融
公
願
醐

灘
廓
又
“
撫
へ
求
問
い
・
ー
わ
せ
／
・
だ
無
、
い
怒

　
予
九
四
黒

　
　
上
越
帯
大
町
三
…
二
…
一

　
　
費
○
．
汽
況
…
、
瀬
ー
、
、
、
一
瀬
⇔

r
掌
一
i
ー
、
｛
手

季
…
｝
｝
多

格
安
襟
湯
め
ぐ
鰻
チ
ケ
ツ
欝
を
ご
利
凋
く
だ
惑
糖

趨
内
バ
購
村
の
嗣
毅
燃
題
入
場
券

が
繕
　
　
協
れ
ま
し
た

　
こ
の
共
通
券
で
、
松
代
町
の
芝
峠

灘
衆
、
穴
島
村
ω
あ
さ
ひ
荘
、
浦
川

原
村
の
霧
ケ
浜
漏
伽
繁
い
、
安
塚
町
の
ゆ

※
だ
る
ま
撮
泉
、
牧
村
の
深
由
、
穂
、

湯
本
の
ヤ
b
塞
セ
ン
ク
ー
に
一
園
ず
つ

入
織
ぐ
き
ま
す
。

　
共
通
入
場
券
は
一
、
一
〇
〇
鰻
－
、
、

入
縣
の
際
に
各
臓
設
の
フ
ロ
ン
ト
で

ス
タ
駄
〆
ブ
を
押
し
て
も
ら
っ
て
く
，
ー

さ
い
σ

　
六
つ
の
ス
タ
　
プ
が
ザ
て
ろ
っ
た
入

場
券
瓢
枚
つ
＼
記
・
、
照
（
特
贋
讐

が
も
ら
え
家
す
、

　
な
お
、
珪
、
趨
入
場
券
は
各
施
設
お

よ
び
役
場
の
振
興
謙
で
取
り
扱
っ
て

ン
　
　
　
　
ザ
　
ゆ

㌧
ま
サ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一！一

霧難麟ゼ

多寄悉二聾呆運動にご協力を

　町婦人会では歳未助け合い運動の一礫と．してモチ米とタオルを集

め、松之出町の方々が入所されている福祉施設に贈っています。

　モチ米を贈られた施設では「モチつき大会」を行ったり、いくら

あっても足りないタオルは大切に使われています。

　今年も皆さまから善意をお寄せいただき、多くの施設にモチ米と

タオルを贈りたいと思いますのでご脇力をお願いします。

＠婦人会のある集落

　例年通り役員が各戸をまわります。

◎婦人会のない集落

　総代さん宅へ属けてください。

※慧月26臼までに集まるようお願いします。

⑱招察
物

。

や
村
飾
．

墓
㌧
ろ
魅
聾
、
箋

〕⊥
　
9
．
9
κ
マ

　
　
　
　
》
．
湾

　
　
　
　
　
か
ノ
4

猿
諜
　

　
　
　
’
｝

俳
句

南
房
総
波
頭
な
ら
べ
打
つ
秋
の
雨

い
ま
退
き
し
波
間
に
き
ゆ
る
秋
の
雨

ま
た
訪
う
て
見
た
き
遺
跡
に
秋
の
雨

窓
越
に
館
山
城
は
秋
雨
の
中

計
報
に
我
身
に
ひ
き
っ
る
秋
の
雨

　
　
　
　
観
音
寺
　
滝
沢
　
流
石

丸

久

r
キ
ャ
サ
マ
ン
鳶
の
襲
〒
才
ー
虹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
し
い
秋

　
の’
芯
竃

鱗
謝

．
忽
　
“

　
　
、
　
障

　
　
リ

　
ナ
ィ
フ

9
㌧o

詳、翻張

函
．
舗犠

　
今
、
山
腹
は
美
し
い
秋
の
紅
葉

で
覆
わ
れ
て
い
ま
す
．

　
松
之
由
の
景
色
も
、
夏
の
あ
の

深
緑
の
色
か
ら
ま
ば
ゆ
い
オ
レ
ン

ジ
色
、
き
ら
び
や
か
な
黄
金
色
、

そ
し
て
濃
い
紅
色
な
ど
に
衣
替
え

し
ま
し
た
。

　
ふ
と
、
通
り
す
が
り
に
獺
に
つ

い
た
ハ
セ
の
稲
、
そ
れ
が
ち
ょ
う

ど
ハ
ワ
イ
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
踊
る

娘
さ
ん
た
ち
が
履
く
ス
カ
ー
ト
の

よ
う
に
見
え
家
し
た
。

　
ま
た
、
杉
の
木
は
高
く
雄
々
し

く
そ
び
え
立
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
道
蝋
に
は
コ
ス
モ
ス

の
花
や
、
春
に
植
え
ら
れ
た
撚
や

黄
金
色
の
花
が
並
び
、
秋
の
風
莚

ゆ
ら
れ
て
い
ま
す
、

　
も
う
す
ぐ
花
や
木
は
、
き
れ
い

に
藩
飾
っ
た
衣
を
脱
ぎ
す
て
、
摩

い
嚢
の
屯
布
に
覆
わ
れ
ま
す
。

　
松
之
山
も
、
秋
の
色
か
ら
白
｝

魯
磁
変
わ
る
時
は
も
う
す
ぐ
で
す
、

　
と
に
か
く
、
今
、
秋
の
す
が
す

が
し
い
笙
気
を
い
っ
ぱ
い
吸
っ
て
、

こ
の
蔓
し
い
紅
葉
の
秋
を
満
喫
し

た
い
も
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
美
し
い
自
然
を
、

毎
繍
鑑
賞
で
き
る
こ
と
を
と
て
も

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
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1
㊤
F
F

検
察
審
査
会
を
知
っ
て
嫌
濠
す
か

　
、
．
ー
」
ん
の
周
闘
で
、
交
遡
璽
敵
、

詐
欺
、
お
ど
し
な
ど
の
被
絃
㌦
あ
っ

て
驚
察
や
検
察
纈
に
誹
え
た
が
、
畢
、

の
事
件
を
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い

（
こ
れ
を
「
下
趨
譲
処
分
」
と
い
い

ま
す
）
の
で
、
ど
う
も
納
得
で
き
な

い
、
こ
ん
な
不
満
を
お
持
ち
の
方
は

い
麦
せ
ん
か
。

　
泣
転
寝
入
り
し
な
い
晒
＼
検
禦
審

鷹
会
纂
務
尉
に
遠
魔
プ
く
ご
搬
談
く

だ
さ
い
。

　
検
灘
審
査
獣
は
、
選
肇
権
幻
薄
す

る
麟
艮
の
中
・
か
ら
r
じ
」
響
、
選
ば

れ
た
十
一
人
の
審
奮
ー
が
麟
畏
を
代

褒
し
、
住
艮
と
し
て
健
全
、
墨
良
識
に

従
っ
て
、
検
察
寓
の
不
趨
訴
処
分
を

調
べ
な
お
し
て
く
れ
る
鼠
窯
的
転
濁

の
機
関
で
す
。

　
審
灘
の
串
立
て
に
は
欝
朗
が
一
切

か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
㍉
軽
に
ご
穂

壌
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
い
つ
か
皆
さ
ん
も
検
嫁
、
講

資
興
に
選
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
と
き
は
麟
民

の
代
表
と
し
て
こ
の
仕
藝
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
る

　
く
わ
し
く
は
、
霧
薦
検
禦
審
嶽
欝

箏
務
周
（
新
潟
地
方
裁
判
、
贈
．
剛
田
支

翼
内
）
へ
お
…
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
．

　
費
ノ
　
鴛
五
ー
二
四
∵
ー
瓢
一
六
〇

　
　
　
　
欄

　
　
R
S
N
新
潟
放
送
瞥
、
は
、

　
な
、
｝
の
後
援
埠
受
け
て
、
ふ
る
さ
と

　
C
M
大
賞
の
作
品
憲
　
集
し
て
い
ま

　
ず
¢

　
　
あ
な
た
の
作
晶
が
入
賞
ト
学
れ
ば
放

　
送
瀞
・
㌦
れ
豪
す
の
で
、
ビ
デ
オ
に
興
昧

　
の
あ
　
方
女
応
暴
し
て
く
だ
ご
い
、

｝
▼
作
品

が㎜マ
！
…
i

｝　
｝
　
｝
　
｝
　
　¶
　
伊
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
ー
ー

皿｝

回
ふ
る
さ
と
C
M
犬
賞
作
晶
募
集
中
／

　
八
ミ
リ
ビ
デ
オ
か
V
H
S
ビ
デ
オ

皆
＼
　
島
ハ
ハ
）
秒
以
内
・
一
轟
（
》
秒
以
由
門
・

、
五
秒
以
内
の
い
ず
れ
か

▼
内
　
容

　
県
内
各
市
町
村
の
特
幾
を
表
現
し

て
い
る
も
の
で
、
岬
マ
チ
ュ
ア
の
未

発
表
作
晶
に
隈
り
ま
す
．

▼
募
集
期
間

平
成
汽
鍔
牽
一
月
来
ま
櫛
、

▼
癒
募
先
・
間
い
合
わ
せ
先

　
筆
九
五
一

　
新
潟
帯
川
畔
町
八
…
一
八

　
　
g
s
N
新
潟
放
送

　
　
　
ふ
る
さ
と
C
M
大
糞
係

　
　
　
費
Q
猟
滋
ハ
ギ
照
、
『

16

浦
田
牛
丸
焼
き
フ
滋
ス
テ
磁
バ
ル
纏
参
茄
毯
ま
せ
ん
が

《

…
梱

　
食
飲
の
秋
を
餓
る
に
、
ふ
さ
わ
し
い
、

浦
購
牛
丸
焼
き
フ
ェ
ス
テ
ィ
ベ
ル
が

今
年
も
行
わ
れ
濠
す
喚

　
や
わ
ら
か
い
稗
牛
｛
浦
絹
琴
）
が

食
べ
放
嚢
訴
＼
肉
好
き
の
方
に
は
う

れ
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
事
。

　
ま
た
、
特
大
の
聯
範
弼
さ
れ
た
牛

が
、
炭
火
で
ゆ
っ
く
り
と
焼
か
れ
る

と
こ
メ
ん
艶
る
の
も
楽
し
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
濠
た
、
牛
肉
で
満
腹
に
な
っ
た
ら

体
欝
羅
に
併
設
さ
れ
て
い
る
風
編
に

入
り
、
汗
を
流
し
た
あ
と
も
う
一
獣

罫
殉
紅
チ
ャ
レ
V
、
／
ジ
し
て
み
ま
せ
ん

▼か
環。

▼
会
▼
会

費場　　　時

一旧でら午十
人浦受午餉一
三三田付後十月
’中　○一十
〇学　時晒脳
○校　凱三三野｛
○体 ヤ重曾
円欝　分分一
　館　 まか
　　　○

▼
融
資
額

　
多
生
・
熱
謎
一
人
に
つ
、
き
一
烈
○

万
円
以
内

▼
使
い
み
ち

　
入
学
聴
の
欝
用
や
筏
軍
中
の
費
用

（
授
業
料
・
下
宿
代
・
通
糞
費
な
ど
）

▼
利
馬
で
き
る
方

　
大
、
．
・
辮
大
二
・
陶
校
二
，
㈹
專
・
専

修
。
磨
校
・
各
種
学
校
・
罫
簾
校
な
ど

に
入
鉾
・
在
率
さ
れ
る
掌
焦
・
儒
縫

の
保
護
餐

▼
利
　
率

　
鰯
・
六
％

ハ
十
一
月
か
ら
下
が
り
豪
し
た
〉

▼
返
済
期
間

　
八
年
以
内

（
掴
置
は
窪
　
期
閥
内
、
た
だ
し
簸

　
葵
購
畢
以
内
）

　
く
わ
し
く
は
、
騙
縦
金
融
公
願
醐

灘
廓
又
“
撫
へ
求
問
い
・
ー
わ
せ
／
・
だ
無
、
い
怒

　
予
九
四
黒

　
　
上
越
帯
大
町
三
…
二
…
一

　
　
費
○
．
汽
況
…
、
瀬
ー
、
、
、
一
瀬
⇔

r
掌
一
i
ー
、
｛
手

季
…
｝
｝
多

格
安
襟
湯
め
ぐ
鰻
チ
ケ
ツ
欝
を
ご
利
凋
く
だ
惑
糖

趨
内
バ
購
村
の
嗣
毅
燃
題
入
場
券

が
繕
　
　
協
れ
ま
し
た

　
こ
の
共
通
券
で
、
松
代
町
の
芝
峠

灘
衆
、
穴
島
村
ω
あ
さ
ひ
荘
、
浦
川

原
村
の
霧
ケ
浜
漏
伽
繁
い
、
安
塚
町
の
ゆ

※
だ
る
ま
撮
泉
、
牧
村
の
深
由
、
穂
、

湯
本
の
ヤ
b
塞
セ
ン
ク
ー
に
一
園
ず
つ

入
織
ぐ
き
ま
す
。

　
共
通
入
場
券
は
一
、
一
〇
〇
鰻
－
、
、

入
縣
の
際
に
各
臓
設
の
フ
ロ
ン
ト
で

ス
タ
駄
〆
ブ
を
押
し
て
も
ら
っ
て
く
，
ー

さ
い
σ

　
六
つ
の
ス
タ
　
プ
が
ザ
て
ろ
っ
た
入

場
券
瓢
枚
つ
＼
記
・
、
照
（
特
贋
讐

が
も
ら
え
家
す
、

　
な
お
、
珪
、
趨
入
場
券
は
各
施
設
お

よ
び
役
場
の
振
興
謙
で
取
り
扱
っ
て

ン
　
　
　
　
ザ
　
ゆ

㌧
ま
サ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一！一

霧難麟ゼ

多寄悉二聾呆運動にご協力を

　町婦人会では歳未助け合い運動の一礫と．してモチ米とタオルを集

め、松之出町の方々が入所されている福祉施設に贈っています。

　モチ米を贈られた施設では「モチつき大会」を行ったり、いくら

あっても足りないタオルは大切に使われています。

　今年も皆さまから善意をお寄せいただき、多くの施設にモチ米と

タオルを贈りたいと思いますのでご脇力をお願いします。

＠婦人会のある集落

　例年通り役員が各戸をまわります。

◎婦人会のない集落

　総代さん宅へ属けてください。

※慧月26臼までに集まるようお願いします。

⑱招察
物

。

や
村
飾
．

墓
㌧
ろ
魅
聾
、
箋

〕⊥
　
9
．
9
κ
マ

　
　
　
　
》
．
湾

　
　
　
　
　
か
ノ
4

猿
諜
　

　
　
　
’
｝

俳
句

南
房
総
波
頭
な
ら
べ
打
つ
秋
の
雨

い
ま
退
き
し
波
間
に
き
ゆ
る
秋
の
雨

ま
た
訪
う
て
見
た
き
遺
跡
に
秋
の
雨

窓
越
に
館
山
城
は
秋
雨
の
中

計
報
に
我
身
に
ひ
き
っ
る
秋
の
雨

　
　
　
　
観
音
寺
　
滝
沢
　
流
石

丸

久

r
キ
ャ
サ
マ
ン
鳶
の
襲
〒
才
ー
虹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
し
い
秋

　
の’
芯
竃

鱗
謝

．
忽
　
“

　
　
、
　
障

　
　
リ

　
ナ
ィ
フ

9
㌧o

詳、翻張

函
．
舗犠

　
今
、
山
腹
は
美
し
い
秋
の
紅
葉

で
覆
わ
れ
て
い
ま
す
．

　
松
之
由
の
景
色
も
、
夏
の
あ
の

深
緑
の
色
か
ら
ま
ば
ゆ
い
オ
レ
ン

ジ
色
、
き
ら
び
や
か
な
黄
金
色
、

そ
し
て
濃
い
紅
色
な
ど
に
衣
替
え

し
ま
し
た
。

　
ふ
と
、
通
り
す
が
り
に
獺
に
つ

い
た
ハ
セ
の
稲
、
そ
れ
が
ち
ょ
う

ど
ハ
ワ
イ
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
踊
る

娘
さ
ん
た
ち
が
履
く
ス
カ
ー
ト
の

よ
う
に
見
え
家
し
た
。

　
ま
た
、
杉
の
木
は
高
く
雄
々
し

く
そ
び
え
立
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
道
蝋
に
は
コ
ス
モ
ス

の
花
や
、
春
に
植
え
ら
れ
た
撚
や

黄
金
色
の
花
が
並
び
、
秋
の
風
莚

ゆ
ら
れ
て
い
ま
す
、

　
も
う
す
ぐ
花
や
木
は
、
き
れ
い

に
藩
飾
っ
た
衣
を
脱
ぎ
す
て
、
摩

い
嚢
の
屯
布
に
覆
わ
れ
ま
す
。

　
松
之
山
も
、
秋
の
色
か
ら
白
｝

魯
磁
変
わ
る
時
は
も
う
す
ぐ
で
す
、

　
と
に
か
く
、
今
、
秋
の
す
が
す

が
し
い
笙
気
を
い
っ
ぱ
い
吸
っ
て
、

こ
の
蔓
し
い
紅
葉
の
秋
を
満
喫
し

た
い
も
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
美
し
い
自
然
を
、

毎
繍
鑑
賞
で
き
る
こ
と
を
と
て
も

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
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卜
F
F

’8

　
　
　
　
　
　
も

　
　
　
§
馨
、
熟

濠
毒
轡
㌻

　
　
　
麟
　
灘
鵜

　
　
　
藁
・
、
．
、
諦
響
〆
　
　
　
　
洲

滋
難
講
鶉

叢
織
淫
驚
鷲

鰻
綜
辮
纏
灘
漁
翻
驚

誌
　
　
　
岬
　
醜
　
『
　
　
　
　
　
艦
　
　
驚
、
、
．

〆
〆
謬
験
　
副
　
　
　
驚
象
難

群
矯
叢
麟
　
幽
．
、
擬

　
　
駄
　
瀦

㌶
獣
鰍
灘
　
　
蒸

　
難
裏
薫
驚
　
　
　
’
謬
・
き
、
奪
帆

　
、

みんなでおかいものにいくところ
　　聾ナす組

おおみこうじくん

（松之由　町営住完〉

醐
V／

／
斡
麦麗
グ

鵬
働

鎚嘉

薩，i掬、豊国
1日

◎ 15

25日

3陀

1灘撫羅鱒劃　　いもほり「でっξナえ・いもあったぞ」

　　　りす緯

あいざわともひろくん

　（松之由　尾張屋）

窃めで薦鰯鰹》　　　（，生年朋）

紘海ちゃん　南雲　斑・良・子さんの二男

　　　　　藤之前（仁太郎）　5・9・27
あ　ぐ　か

明躍歌ちゃん　関谷敏明・一美さんの三女
　．　　　　松之山（町営住宅）5・憩・i
嫁入ちゃん　竹内恵次・昆子さんの長男

，さ、，　　　　豊灘（六善）　　　5弓（｝。4

正錘ちゃん　村山昭夫・購美さんの長男

　　　　　湯本（坂中）　　　5・10・憩

お《糟ゐ《耀亡》　　　　　（死亡年鍔藏）

小野塚徳…さん　58歳
　　　　　．L，鰐池〈ヌミ薫〉　　5・鐙・2
高橋センさん　75歳
　　　　　天水島（出根〉　　5・1，0・8
渡辺毒郎さん　59歳
　　　　　湯山（長松〉　　　5・m・12
鑑藤欝代志さん　60歳

　　　　　天水越ぐ七兵工）　5・沁・捻
柳　重次さん　79歳

　　　　　不老閣　　　　5・10・23
丸山正濁さん80歳
　　　　　嘗根（源次郎）　　5・沁・26
※鐙月1藏から綴黛までの縄鐡分です。

▼
冊
月
の
で
き
ご
と

1（｝6
εll掴

ウ
“
奪

3
…
隻
畢

17
1ヨ262519

欝　　照　　鷺3重30
鷺　1ヨ

r
並

　
へ

ゆ

特
鋼
免
許
麗
新

町
駅
伝
大
会

健
康
マ
ラ
ソ
ン

き
の
こ
狩
り
大
会
（
貿
β
も
有
）

農
作
物
異
常
然
象
紺
策
会
畿

松
之
山
治
山
事
業
所
踊
所
30

周
年
式
典

毘
生
婁
鰻
協
議
会

も
み
じ
マ
ラ
ソ
ン

安
羅
ま
つ
り

消
防
分
懸
長
等
会
譲

農
業
婁
鰻
会
総
還

購
長
杯
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
大
会

ハ
2
7
醸
も
禽
）

美
術
展
（
n
月
1
総
ま
で
）

農
叢
祭
・
芸
能
祭

▼
U
月
”
β
～
控
月
憩
賃
の
予
定

252413重2H
漏欝賦鷺獺

9　8
瞬鷺

二
欝
ニ
コ
教
窯

禰
祉
計
薩
メ
デ
ィ
カ
ル
会
議

親
子
自
然
体
験
教
室

リ
ハ
ビ
リ
教
室
（
さ
わ
や
か
〉

緊
急
地
す
べ
り
防
止
ユ
箏
竣

工
式

ワ
ハ
ビ
リ
教
寮
｛
（
ム
鷺
國
）

ニ
コ
ニ
コ
教
蜜

｝
　
　
　
編
集
後
記

一
｝
＋
再
災
つ
て
か
ら
お
だ
や
か

｝
な
黛
が
続
い
て
い
ま
す
、

皿
　
こ
の
天
候
が
、
禰
に
と
っ
て
一
番

㎜
大
禦
な
ヒ
月
・
八
月
に
続
い
て
い
た

㎜『
ら
と
思
い
ま
す
。

が
　
　
　
　
　
　
　
ノ

｝
松
之
諸
の
窺
叢
蟻
欝

｝
悪
の
六
麗
で
、
標
嵩
や
晶
樋
で
仰
柄

　

｝
に
大
き
な
差
が
で
ま
し
た
。

心肺
　
ま
た
、
越
冬
明
の
野
菜
の
鑑
育
も

　

蒙
く
、
肇
祭
の
饗
鍮
売
コ
｝

7
轟
讐
難
し
蕊
蓬
た
．

｝
葺
＼
幾
攣
鰻
㌧
は
今
冬
縫

ザ

㎜
冬
少
雪
だ
そ
う
で
す
．

㎜
㎜
　
ハ
ズ
レ
4
集
ば
か
り
い
る
餓
線
庁
の

一
予
報
も
、
た
ま
に
は
毫
て
ほ
し
い

ハ
㎜
で
す
ね
。

㎜
　
　
　
　
　
難
藤

㎜
一
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